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～
感
謝
と
決
意
を
胸
に
～

平
成
29
年

有
田
町
成
人
式

平
成
29
年 

有
田
町
成
人
式

が
、
１
月
３
日
、
焱
の
博

記
念
堂
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
２
４
３
人
（
男
１
２
３

人
・
女
１
２
０
人
）
が
新
成
人
を
迎

え
、
式
典
に
は
２
０
４
人
が
出
席

し
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
華
や
か

な
振
袖
や
袴
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ

に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
が
集
ま

り
、
友
人
と
の
再
会
を
喜
ぶ
声
と

笑
顔
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
岸
川 

楓
さ
ん
が

新
成
人
の
決
意
を
、
岩
永 

俊
紀

さ
ん
が
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
、
中
学
時
代
の
恩
師
が
、
当
時

を
振
り
返
り
な
が
ら
成
長
し
た

新
成
人
た
ち
を
激
励
し
、
祝
福
し

ま
し
た
。
式
典
後
に
は
、
小
中
学

生
時
代
の
写
真
が
ま
と
め
ら
れ

た
「
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
」
が
上

映
さ
れ
、
会
場
は
懐
か
し
む
姿
や

歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
た
ち
は
人
生
の
大
き

な
節
目
に
立
っ
た
喜
び
と
感
謝

の
気
持
ち
、
成
人
と
し
て
の
決
意

を
胸
に
、
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
す
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
ご

家
族
の
皆
さ
ん
、
ご
成
人
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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平成 29 年 有田町成人式

岸川 楓さん
（有田中学校出身）

岩永 俊紀さん
（西有田中学校出身）

有田中学校区

西有田中学校区

新
成
人
の
決
意

大
人
の
責
任
を
持
っ
て

　

私
た
ち
は
二
十
歳
と
い
う
大
き

な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
こ

有
田
で
も
昨
年
、
有
田
焼
創
業

４
０
０
年
を
迎
え
、
全
国
各
地
で

催
し
も
の
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私

が
住
ん
で
い
る
東
京
で
も
有
田
焼

を
目
に
す
る
機
会
が
増
え
、
地
元

が
活
気
づ
い
て
い
る
こ
と
を
感
じ

ま
し
た
。
同
時
に
、
遠
く
離
れ
た

有
田
を
身
近
に
感
じ
、
今
ま
で
過

ご
し
た
故
郷
の
大
切
さ
、
温
か
さ

を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　

社
会
に
出
る
に
当
た
り
、
有
田

で
培
っ
た
誇
り
と
勇
気
を
持
ち
、

責
任
あ
る
行
動
を
取
れ
る
よ
う
、

今
後
も
ま
い
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
本
日
の
決
意
を
忘
れ

ず
、
強
く
た
く
ま
し
く
生
き
て
い

く
こ
と
、
そ
し
て
地
域
へ
貢
献
す

る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。（
一
部
抜
粋
）

答
辞

家
族
の
あ
り
が
た
み
を
実
感

　

20
年
間
で
多
く
の
こ
と
を
学
ん

で
き
て
、
今
一
番
感
じ
て
い
る
こ

と
は
家
族
の
あ
り
が
た
さ
で
す
。

自
分
が
社
会
に
出
て
働
く
よ
う

に
な
り
、
両
親
が
働
き
な
が
ら
子

育
て
を
し
、
母
親
が
毎
日
当
た
り

前
の
よ
う
に
作
っ
て
く
れ
て
い

た
お
弁
当
や
ご
は
ん
が
、
今
と
な

っ
て
と
て
も
あ
り
が
た
く
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
私
た
ち
の
成

長
を
見
守
り
、
活
動
し
て
く
だ
さ

っ
た
地
域
の
方
々
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
次
は
私
た
ち
が
地
域

を
作
り
、
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る

立
場
に
な
っ
た
の
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で

き
る
こ
と
を
考
え
、
有
田
の
発
展

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　

  

（
一
部
抜
粋
）

平
成
29
年 

有
田
町
成
人
式

が
、
１
月
３
日
、
焱
の
博

記
念
堂
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
２
４
３
人
（
男
１
２
３

人
・
女
１
２
０
人
）
が
新
成
人
を
迎

え
、
式
典
に
は
２
０
４
人
が
出
席

し
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
華
や
か

な
振
袖
や
袴
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ

に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
が
集
ま

り
、
友
人
と
の
再
会
を
喜
ぶ
声
と

笑
顔
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
岸
川 

楓
さ
ん
が

新
成
人
の
決
意
を
、
岩
永 

俊
紀

さ
ん
が
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
、
中
学
時
代
の
恩
師
が
、
当
時

を
振
り
返
り
な
が
ら
成
長
し
た

新
成
人
た
ち
を
激
励
し
、
祝
福
し

ま
し
た
。
式
典
後
に
は
、
小
中
学

生
時
代
の
写
真
が
ま
と
め
ら
れ

た
「
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
」
が
上

映
さ
れ
、
会
場
は
懐
か
し
む
姿
や

歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
た
ち
は
人
生
の
大
き

な
節
目
に
立
っ
た
喜
び
と
感
謝

の
気
持
ち
、
成
人
と
し
て
の
決
意

を
胸
に
、
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
す
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
ご

家
族
の
皆
さ
ん
、
ご
成
人
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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申告期間　２月 16 日 ～ ３月 15 日

■
所
得
税
の
確
定
申
告

　
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
は
、

毎
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

１
年
間
に
生
じ
た
所
得
に
つ
い
て
課
税

さ
れ
る
税
金
で
す
。
そ
の
所
得
金
額
と

こ
れ
に
対
す
る
税
額
を
納
税
者
自
ら
が

計
算
・
申
告
・
納
税
す
る
こ
と
を
「
確

定
申
告
」
と
い
い
ま
す
。
確
定
申
告
が

必
要
な
方
は
次
の
通
り
で
す
。

・ 

商
業
、
工
業
、
農
業
、
医
業
な
ど
の
事

業
所
得
が
あ
る
方

・ 

不
動
産
所
得
が
あ
る
方

・ 

土
地
、
建
物
な
ど
の
売
却
収
入
が
あ
る

方
・ 

給
与
の
収
入
金
額
が
２
０
０
０
万
円
を

超
え
る
方

・ 

年
末
調
整
済
み
の
給
与
所
得
や
退
職
所

得
以
外
の
合
計
所
得
が
20
万
円
を
超
え

る
方

・ 

給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
も
ら
っ
て
い

る
方
で
、
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
方

■
住
民
税
（
町
県
民
税
）
の
申
告

　

所
得
税
の
確
定
申
告
義
務
が
な
い
方

が
、
そ
の
所
得
と
各
種
控
除
を
申
告
す

る
こ
と
を「
住
民
税
申
告
」と
い
い
ま
す
。

平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
で
町
内
に
住

所
が
あ
る
方
は
申
告
が
必
要
で
す
。

　

遺
族
年
金
、
障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税

所
得
の
年
金
収
入
の
み
の
方
で
も
申
告
が

必
要
で
す
。

申告期間 対象 申告会場

平日受付
２月 16 日（木）～ ３月 15 日（水） 

（３月５日以外の土曜・日曜を除く）

東地区 　生涯学習センター南館１階　講習室

西地区 　役場町民ロビー

休日受付
３月５日（日）

（９時～ 15 時）

東地区 　生涯学習センター南館１階　講習室

西地区 　役場町民ロビー

申告受付日程 受付時間は 9 時 ～ 16 時

所得税の確定申告と町県民税の申告時期になりました。

まちづくりに必要な財源は、皆さんが納める「町税」な

どで賄われています。期限を過ぎて確定申告をした場合、

延滞税や加算税が課されることがありますので、期限内

に申告と納税を済ませましょう。

申告は期間内に済ませましょう

確定申告が始まります

▲西地区会場：役場町民ロビー ▲東地区会場：生涯学習センター南館１階　講習室

※ 会場の都合上、防寒対策をお願いします。

詳しくは▶ 税務課 ☎ 46・2736
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確定申告

なぜ申告が必要なの？
　

町
県
民
税
の
申
告
は
、
町
税

の
ほ
か
、
保
険
料
、
公
営
住
宅

入
居
、
国
民
年
金
免
除
申
請
、

そ
の
他
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

受
給
決
定
な
ど
の
基
礎
資
料
に

な
る
重
要
な
手
続
き
で
す
。

　

収
入
が
な
い
方
で
も
申
告
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
な

ど
非
課
税
の
年
金
に
つ
い
て
も

同
様
に
、
申
告
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
は
、
申
告
を
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

住
民
税
申
告
が
必
要
で
な
い
方
▼

①
確
定
申
告
を
し
た
方

②
給
与
所
得
の
み
の
方
で
、
年
末
調
整
が

終
わ
り
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書

が
町
に
提
出
さ
れ
て
い
る
方

③
収
入
が
な
く
、
同
一
世
帯
の
方
の
扶
養

親
族
の
方

※
②
に
該
当
す
る
方
で
も
雑
損
、医
療
費
、

社
会
保
険
料
、
そ
の
他
の
控
除
を
受
け

る
場
合
は
申
告
が
必
要
で
す
。

■
申
告
で
持
っ
て
く
る
も
の

・ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
よ
び

本
人
確
認
が
で
き
る
書

類
（
詳
し
く
は
上
記
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）

・ 

印
鑑

・ 

本
人
名
義
の
口
座
番
号

（
通
帳
）

・ 

税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ

る
「
確
定
申
告
の
お
知

ら
せ
」
の
は
が
き

・ 

給
与
収
入
の
方
は
給
与

所
得
の
源
泉
徴
収
票

（
原
本
）

・ 
年
金
収
入
の
方
は
公
的

年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収

票
（
原
本
）

■
申
告
を
し
な
い
と
、
次
の
よ
う
な
こ

と
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

○
医
療
費
の
限
度
額
認
定
が
受
け
ら
れ

な
い

○
国
民
年
金
の
免
除
申
請
が
受
け
ら
れ

な
い

○
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
が
か
か
ら

な
い
ま
ま
課
税
さ
れ
る

な
ど
、
住
民
の
方
に
不
利
益
な
こ
と
が

発
生
し
ま
す
の
で
、
必
ず
期
間
中
の
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成 28 年分の確定申告
からマイナンバーの記載
が必要です！

平成 28 年分以降の申告には、
マイナンバーの記載

＋
申告者ご本人の本人確認書類の
提示または写しの添付が必要です。
※扶養親族などがいる方は、当該扶養親族

などのマイナンバー記載が必要です。

■マイナンバーカードをお持ちの方は
・ マイナンバーカードだけで、本人確認（番号確認と身元

確認）が可能です。
・ ご自宅などから e-Tax で送信すれば、本人確認書類の

提示または写しの提出が不要です。

■マイナンバーカードをお持ちでない方は
《ご本人のマイナンバーを確認できる書類》
・ 通知カード
・ 住民票の写しまたは住民票記載事項証明書（マイナンバ

ーの記載があるもの）　　　などのうちいずれか１つ

《記載したマイナンバーの持ち主であることを
確認できる書類》

・ 運転免許証　・  公的医療保険の被保険者証
・ パスポート　・  身体障害者手帳
・ 在留カード　　　　　　　　などのうちいずれか１つ

■詳しくは
・ 国税庁ホームページ「社会保障・税番号制度〈マイナ

ンバー〉について」

＋

・ 

そ
の
他
所
得
が
わ
か
る
書
類

・ 

国
民
年
金
を
納
め
た
方
は
国
民
年
金
保

険
料
控
除
証
明
書

・ 

生
命
保
険
料
控
除
、地
震
保
険
料
控
除
、

旧
長
期
損
害
保
険
料
控
除
を
受
け
る
方

は
控
除
証
明
書

・ 

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
医
療
機
関

な
ど
の
領
収
書
お
よ
び
明
細
書

・ 

そ
の
他
控
除
に
必
要
な
書
類

■
社
会
保
険
料
控
除

　

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
平
成
28
年
中

に
納
め
た
金
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
申
告
の
際
に
、
次
の
書

類
が
必
要
で
す
。

・ 

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
で
納
め
た

保
険
料
は
、
１
月
下
旬
に
年
金
事
務
所

よ
り
送
付
さ
れ
る
年
金
の
「
源
泉
徴
収

票
」
に
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
告
の

際
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・ 

普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
）
で
納
め
た
保
険
料
は
、
納
付
額
が

記
載
さ
れ
て
い
る
「
納
付
額
確
認
書
」

に
表
示
さ
れ
ま
す
。
納
付
額
確
認
書

は
税
務
課
ま
た
は
東
出
張
所
で
発
行

し
て
い
ま
す
。

★
一
時
所
得
（
生
命
保
険
契
約
等
に
基
づ

く
一
時
金
ま
た
は
満
期
返
戻
金
な
ど
）
や

雑
所
得
（
生
命
保
険
会
社
の
個
人
年
金
）

も
申
告
が
必
要
で
す
。
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申告期間　２月 16 日 ～ ３月 15 日

■
医
療
費
控
除

　

平
成
28
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
あ

る
場
合
、
次
の
算
式
に
よ
っ
て
計
算
し
た

金
額
を
医
療
費
控
除
と
し
て
所
得
金
額
か

ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
健
康
保
険
や
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん

さ
れ
る
金
額
」
に
は
、
生
命
保
険
会
社
な

ど
か
ら
支
払
い
を
受
け
た
金
額
の
ほ
か

に
後
期
高
齢
者
医
療
や
国
民
健
康
保
険

制
度
の
「
高
額
療
養
費
」
も
該
当
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
中
に
「
高
額
療
養
費
」
の
支

給
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
申
告
の
際
、「
高

額
療
養
費
支
給
決
定
通
知
書
」
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
▼

・ 

医
療
費
控
除
に
つ
い
て

税
務
課　

☎
46
・
２
７
３
６

・ 

高
額
療
養
費
に
つ
い
て

健
康
福
祉
課　

☎
43
・
２
１
８
２

医療費控除額

平成 28 年中に支払った 
 医療費の総額

健康保険や保険金などで
補てんされる金額

10 万円 
※合計所得が 200 万円

　   以下の方は所得の５%

　この控除を受けるためには、所得税の確定申告を行う必要があります。給与所得者については、確

定申告をした年分の翌年以降については、年末調整でこの特別控除の適用を受けることができます。

住宅借入金等特別控除に関するお知らせ

【新築住宅の場合の適用条件】
面積制限▶床面積 50 ㎡以上

居住割合▶自己の居住用割合が２分の１以上

居住要件▶住宅取得後６カ月以内に入居し、控除を

　　　　　受ける年の 12 月 31 日まで引き続き住ん

　　　　　でいること。

借入要件▶住宅ローンの返済期間が 10 年以上

所得要件▶控除を受ける年の合計所得が 3000 万円

　　　　　以下であること。

他の特例規定との重複適用▶

　居住年とその前後２年ずつの５年間の間に、住居

用財産を譲渡した場合の 3000 万円特別控除などの

～ 平成 28 年中に住宅を新築・増改築・購入された方へ ～

譲渡所得の特例の適用を受けていないこと。もし

くは受ける予定でないこと。
※中古住宅および増改築の適用条件はお尋ねください。

　左記の住宅に関する適用条件を満たし、敷地に

ついても返済期間 10 年以上の住宅ローンで取得し

た場合の敷地に関する一般的な適用条件は下記①

②の通りです。

①住宅とその住宅の敷地を同時に取得した場合の

借入金

②家屋を新築する前２年以内に敷地を先に取得し、

その土地の取得に充てる借入金

必要書類 備考（書類の取扱機関など）

住宅取得資金に係る
借入金の年末残高証明書 金融機関など

住民票
役場住民環境課または東出張所

単独の場合は、抄本を 1 通
共有の場合は、謄本を 1 通

建物の登記事項証明書 法務局　共有の場合も 1 通でよい
建物の工事請負契約書の写しまたは

建物売買契約書の写し
住宅借入金等特別控除額の計算明細書 税務署または役場税務課

補助金などの額を明らかにする書類の写し 補助金などの交付を受けた場合のみ
給与の源泉徴収票（給与所得者の場合） 勤務先

※住宅の取得および敷地の取得に関
する住宅ローンがある場合、左記
必要書類に加えて、「土地の登記
事項証明書」および「土地の売買
契約書の写し」が必要です。

※認定長期優良住宅を取得された場
合、左記の必要書類に加えて次の
書類を添付すれば、控除される税
額が優遇されることがあります。

・ 長期優良住宅建築等計画の認定通
知書の写し

・ 「住宅家屋証明書の写し」または、
「認定長期優良住宅建築証明書」

借入金等
特別控除
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伊万里税務署からのお知らせ

　確定申告の時期が近づいてきました。申告と納税は次の期間
に行ってください。
所得税・贈与税の申告と納付▶３月 15 日（水）まで
個人事業者の消費税および地方消費税の申告と納付▶
３月 31 日（金）まで
■伊万里税務署
　確定申告相談会場は２月 16 日（木）から開設します。
受付時間▶９時～ 16 時
※土曜・日曜および祝日は休みとなります。
　相談会場は大変混み合います。申告書は、国税庁ホームペー
ジ「確定申告書等作成コーナー」を利用して、e-Tax または郵
送で提出することができます。

閉庁日対応を行う日▶２月 19 日（日）・26 日（日）
受付時間▶９時から 16 時まで
閉庁日対応を行う税務署▶
佐賀税務署のみ（佐賀市駅前中央３丁目３番 20 号）
対応業務▶確定申告書用紙の配付、申告相談、確定申告書の収
受および納付相談

確定申告と納税は正しくお早めに !

　満 65 歳以上で障害者手帳などの交付を受けていな
い方が、介護保険の要支援・要介護認定を受けてい
る場合、一定の基準を満たせば「障害者に準ずる者」
として、所得税・住民税上の障害者控除を受けられ
るようになりました。
判断基準日▶控除を受けようとする年の 12 月 31 日
現在（平成 27 年分から受けられます）

認定書の申請方法▶健康福祉課（福祉保健センター）

に介護保険被保険者証を添えて申請書を提出してく

自宅で申告書を作成し
ていたら、ちょっと分
からないことがあるん
だけど、どこに聞けば
いいかな？

申告に関するご質問や必
要な書類の確認などは、
お電話で問い合わせるこ
とができます。

【伊万里税務署】　☎ 23・3147

平成 28 年分の確定申告期における
税務署の閉庁日対応について

所得税（住民税）申告の障害者控除が拡充されます

確定申告などに対するお問
い合わせは、電話でも受け
付けています

ださい。
※印鑑を持参してください。
※認定書の申請は毎年必要です。
※障害者手帳や療育手帳などの交付を

受けている方は、これまで同様に障

>

　自動音声によりご案内
しますので、ご用件に応
じて番号を選択してくだ
さい。（３月 15 日まで開設）

・ 確定申告に関する相談の方
⇒「０」番をプッシュ

・ 国税に関する一般的な相談の方
⇒「１」番をプッシュ

・ 伊万里税務署へお問い合わせの方
⇒「２」番をプッシュ

・ 消費税の軽減税率制度に関する相
談の方　　  ⇒「３」番をプッシュ

害者控除の対象となります。
詳しくは▶

・ 介護認定に関すること　健康福祉課　☎ 43・2179
・ 税の申告に関すること　税務課　　　☎ 46・2736

　ふるさと納税のワンストップ特例制度を申請された方が確定
申告を行う場合は、当該特例制度は適用できませんのでご注意
ください。
　確定申告を行う方は、ワンストップ特例制度の申請を行った
ふるさと納税分を含め、寄附金控除に関する事項を確定申告書
に記載してください。この場合、寄附をした自治体から交付を
受けた領収証などの添付または提示が必要となります。

詳しくは▶伊万里税務署　☎ 23・3147

ふるさと納税ワンストップ特例制度の
注意点について

>

>

>
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新
年
席
書
会

特
　
選

澁
谷　

咲
慧  　
（
中
部
小
１
年
）

山
野　

華
永  　
（
中
部
小
２
年
）

塚
本　

真
央  　
（
中
部
小
３
年
）

引
田　

天
音  　
（
中
部
小
４
年
）

松
尾　

結
佳  　
（
中
部
小
５
年
）

川
原　

野
乃  　
（
中
部
小
６
年
）

川
尻　

燈
和
（
武
雄
青
陵
中
２
年
）

入
　
選

柴
田
瑛
太
朗　

  （
有
田
小
１
年
）

岩
永　

一
香  　
（
中
部
小
１
年
）

岩
永　

悠
花  　
（
中
部
小
１
年
）

岩
永　

歩
夢  　
（
曲
川
小
１
年
）

入
賞
者
（
敬
称
略
）

１
月
７
日
に
焱
の
博
記
念
堂
で
「
新
年
席
書
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
73
人
が
参
加
し
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
上
位
入
賞
作
品
と
入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。

教
育
長
賞

町
長
賞

有
田
中
学
校 

３
年　

下
野　

舟
里

有
田
小
学
校 

２
年　

田
澤　

雨
音

筆
使
い
も
よ
く
、
小
学
２
年
生
と
は
思
え
な
い
書
で
し
た
。

　

当
日
は
寒
さ
も
緩
み
、
良
い
天

気
で
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
特
に
良
い
作
品
が
多

く
、
例
年
以
上
に
楽
し
い
審
査
と

な
り
ま
し
た
。

　

次
回
の
席
書
会
も
日
ご
ろ
の

勉
強
の
成
果
を
出
し
、
今
回
以
上

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

審
査
委
員
長
　
永
田 

博
康

講
評

池
田　
　

望  　
（
中
部
小
３
年
）

吉
嶋　

紗
也  　
（
中
部
小
３
年
）

古
川　

和
佳  　
（
曲
川
小
３
年
）

桒
原　
　

愛  　
（
大
山
小
３
年
）

篠
原　

優
太  　
（
中
部
小
４
年
）

江
本　
　

葵  　
（
曲
川
小
４
年
）

大
　

梨
央  　
（
大
山
小
４
年
）

中
島　
　

澪  　
（
中
部
小
５
年
）

原
﨑　
　

華  　
（
中
部
小
５
年
）

吉
嶋　
　

優  　
（
中
部
小
５
年
）

篠
原
日
菜
子  　
（
中
部
小
６
年
）

長
谷
部
瀬
理
香  （
中
部
小
６
年
）

山
之
上
飛
鳥
（
武
雄
青
陵
中
２
年
）

１
年
生
「
も
ち
」

２
年
生
「
み
ら
い
」

３
年
生
「
雪
だ
る
ま
」

４
年
生
「
新
た
な
心
」

課
題

５
年
生
「
希
望
の
年
」

６
年
生
「
日
進
月
歩
」

中
学
生
「
堅
忍
不
抜
」

一
般
「
山
河
四
望
新
」

よ
く
書
け
て
お
り
、
紙
面
に
対
し
て
品
の
良
い
作
品
で
す
。

新年席書会



町からのお知らせ行政ナビ２ 町からのお知らせ行政ナビ月

　
公
用
自
動
車
の
法
定
整
備
な
ど
の
業
務

に
つ
い
て
、
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の

受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　

申
請
に
よ
り
登
録
さ
れ
た
事
業
所
は
、

入
札
参
加
の
資
格
を
有
し
法
定
整
備
な
ど

の
業
務
を
受
注
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

登
録
期
間
は
、
平
成
29
～
30
年
度
の
２
年

間
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
が
な
い
事
業
所
に
つ
い
て

公
用
自
動
車
法
定
整
備
等
業
務
の

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

入札
参加

は
、
こ
れ
ら
の
業
務
を
受
注
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

対
象
範
囲
▼
町
内
で
自
動
車
整
備
・
販
売

を
行
う
事
業
所

受
付
期
間
▼

２
月
６
日
（
月
）
～
３
月
17
日
（
金
）

※
申
請
様
式
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
財
政
課　

☎
46
・
２
０
０
３

　

有
田
焼
業
界
関
係
者
が
中
心
と
な
っ

て
、
有
田
焼
の
伝
統
と
魅
力
を
集
め
た

「
４
０
０
年
有
田
の
魅
力
展
」
を
地
方
百

貨
店
の
先
駆
け
的
存
在
で
あ
る
鹿
児
島

の
山
形
屋
で
開
催
し
ま
す
。

会
期
▼

２
月
16
日
（
木
）
～
22
日
（
水
）

会
場
▼

鹿
児
島
山
形
屋　

２
号
館
６
階 

文
化
ホ

ー
ル
お
よ
び
５
階 

特
設
会
場

（
鹿
児
島
市
金
生
町
３
番
１
号
）

企
画
▼

①
有
田
焼
４
０
０
年
の
歴
史
展

　
「
様
式
か
ら
み
る
有
田
焼
の
変
遷
」
を

テ
ー
マ
に
、
初
期
伊
万
里
様
式
や
古
伊
万

里
金
襴
手
様
式
な
ど
、
作
品
の
様
式
変
遷

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
有
田
焼
の
試
行
錯

誤
の
歩
み
と
そ
の
歴
史
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
特
別
展
示
を
行
い
ま
す
。

②
有
田
焼
工
房
再
現

　

有
田
陶
芸
協
会
、
伊
万
里
・
有
田
焼
伝

統
工
芸
士
会
の
匠
が
「
ろ
く
ろ
成
形
」・

「
絵
付
け
」
の
実
演
を
行
い
、
有
田
焼
の

製
造
工
程
を
卓
越
し
た
技
術
で
魅
せ
ま

す
。

③
有
田
焼
上
絵
付
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

鹿
児
島
で
「
４
０
０
年
有
田
の
魅
力
展
」

を
開
催
し
ま
す

400 年
有田の
魅力展

　

伝
統
工

芸
士
の
指

導
の
も

と
、
お
客

さ
ま
参
加

の
上
絵
付

け
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し

ま
す
。

④
そ
の
他

　

有
田
陶

芸
協
会
所

属
の
陶
芸

作
家
や
有

田
を
代
表

す
る
名
窯

▲上絵付けワークショップ

の
作
品
か
ら
、
窯
元
・
商
社
に
よ
る
企
画

商
品
ま
で
、
魅
力
的
な
器
が
特
集
展
開
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
２
月
18
日
（
土
）
に
は
有
田
皿

踊
り
Ｐ
Ｒ
隊
も
駆
け
つ
け
、
会
場
に
花
を

添
え
ま
す
。

詳
し
く
は
▼

有
田
焼
創
業
４
０
０
年
事
業
推
進
課

☎
25
・
９
３
４
０

　

有
田
焼
創
業
３
５
０
年
事
業
の
一
環
と

し
て
計
画
さ
れ
、
昭
和
57
年
に
落
成
し
た

先
人
陶
工
の
碑
（
泉
山
）
の
基
壇
に
は
、

当
時
の
貴
重
な
資
料
な
ど
が
継
承
文
と
共

に
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
中
に
入
れ
ら
れ
埋

設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
収
納
物
の
う
ち
、
当
時
の
子
ど
も

た
ち
の
作
文
に
つ
い
て
は
昨
夏
に
開
封
式

を
行
い
ま
し
た
が
、
今
回
、
有
田
焼
創
業

４
０
０
年
を
記
念
し
、
現
在
の
小
・
中
学

生
約
１
７
０
０
人
に
書
い
て
も
ら
っ
た

「
未
来
の
自
分
自
身
や
有
田
町
に
つ
い
て
」

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
封
か
ん
式
を

開
催
し
ま
す

タイム
カプセル
封かん

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

に
入
れ
る
封
か
ん
式
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
▼
２
月
26
日
（
日
）

　
　
　

10
時
～
（
30
分
程
度
）

場
所
▼
先
人
陶
工
の
碑
（
泉
山
）

参
加
予
定
者
▼
各
小
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
（
代
表
者
・
希
望
者
）
な
ど

※
一
般
の
方
も
見
学
可
能
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼

有
田
焼
創
業
４
０
０
年
事
業
推
進
課

☎
25
・
９
３
４
０

▲ろくろ成形の実演
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行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～

必
要
な
も
の
▼
運
転
免
許
証
、
印
鑑

※
申
請
で
き
る
の
は
本
人
の
み
。

※
申
請
は
運
転
免
許
証
の
有
効
期
限
が
あ

る
場
合
に
限
り
ま
す
。

■
運
転
経
歴
証
明
書

　

運
転
経
歴
証
明
書
は
、
自
主
返
納
さ
れ

た
方
の
過
去
の
運
転
経
歴
を
証
明
す
る
も

の
で
す
。
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
使

う
こ
と
が
で
き
、
特
典
を
受
け
る
際
に
必

要
と
な
り
ま
す
。

申
請
場
所
▼
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

伊
万
里
警
察
署
、
有
田
幹
部
派
出
所

必
要
な
も
の
▼

手
数
料
（
１
０
０
０
円
）、
写
真
（
６
カ
月

以
内
撮
影
・
縦 

３
cm
×
横 

2.4
cm
・
無
背
景
）

※
返
納
と
同
時
申
請
で
な
い
場
合
は
返
納

時
の
通
知
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

（
返
納
手
続
き
後
５
年
以
内
に
限
り
ま
す
）

※
申
請
で
き
る
の
は
本
人
の
み
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
集
会
時
に
交
通
安

全
教
室
や
認
知
判
断
能
力
の
診
断
な
ど
の

希
望
が
あ
る
場
合
は
警
察
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。「
交
通
安
全
教
育
車
」
の
派
遣

も
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
伊
万
里
警
察
署

☎
23
・
３
１
４
４

　

町
で
は
、
75
歳
以
上
の
方
で
運
転
免
許

証
を
返
納
さ
れ
た
方
に
対
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
パ
ス
券
（
年
間
・
半
年
）

を
割
引
し
て
い
ま
す
。

料
金
▼

・ 

年
間
【
通
常
】
１
２
０
０
０
円
→

【
割
引
価
格
】
４
８
０
０
円

・ 

半
年
【
通
常
】
６
０
０
０
円
→

【
割
引
価
格
】
２
４
０
０
円

※
購
入
の
際
は
運
転
経
歴
証
明
書
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
ま
ち
づ
く
り
課

☎
46
・
２
９
９
０

運
転
免
許
の
自
主
返
納
制
度
と
は
？

　

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
制
度
は
、
運

転
を
継
続
す
る
意
志
が
な
い
人
が
申
請
に

よ
り
免
許
を
返
納
す
る
制
度
で
す
。

　
「
高
齢
な
ど
の
理
由
で
運
転
に
自
信
が

な
く
な
っ
た
」「
運
転
す
る
必
要
が
な
く

な
っ
た
」「
家
族
な
ど
か
ら『
運
転
が
心
配
』

と
言
わ
れ
た
」
そ
の
よ
う
な
と
き
に
検
討

し
ま
せ
ん
か
？

■
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
制
度

申
請
場
所
▼
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

伊
万
里
警
察
署
、
有
田
幹
部
派
出
所

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
方
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
割
引
制
度
が
受
け
ら
れ
ま
す

運転
免許証
返納

　

今
年
度
、
国
の
認
定
を
受
け
た
有
田
町

の
創
業
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
２
回

目
の
「
あ
り
た
創
業
ス
ク
ー
ル
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

す
で
に
、
１
回
目
の
創
業
ス
ク
ー
ル
受

講
者
が
４
月
に
創
業
す
る
準
備
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
自
分
の
計
画
を
持
っ
て
い
る

方
、
少
し
で
も
興
味
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
創
業

に
興
味
の
あ
る
高
校
生
や
窯
業
大
学
校

で
学
ば
れ
て
い
る
方
、
独
立
を
検
討
さ
れ

て
い
る
若
手
作
家
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
お

早
め
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日
程
▼

２
月
23
日
（
木
）、
３
月
２
日
（
木
）、
９

日
（
木
）、
23
日
（
木
）、
30
日
（
木
）

開
催
時
間
▼
19
時
～
21
時

場
所
▼
有
田
商
工
会
議
所

内
容
▼

・ 

総
論
（
ガ
イ
ダ
ン
ス
）　

・ 

経
営

・ 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ　
　

・ 

税
務

・ 

財
務

以
上
の
５
科
目
と
多
岐
に
わ
た
り
、
研
修

後
に
直
接
専
門
家
へ
、
事
業
計
画
の
疑
問

点
や
課
題
に
つ
い
て
相
談
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 「

あ
り
た
創
業
ス
ク
ー
ル
」
の

第
２
弾
が
開
催
さ
れ
ま
す

創業
支援

　

全
科
目
を

受
講
し
た
方

は
、
商
工
会

議
所
や
町
内

金
融
機
関
な

ど
と
相
談
し

な
が
ら
、
事

業
計
画
を
作

成
し
、
町
に

▲第１回 ありた創業スクールの様子

認
定
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
は
、
事
業
計
画
な
ど
を
確
認
し
認
定

証
明
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
証
明
が
あ
れ
ば
、
登
録
免
許
税
の

減
免
や
町
内
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
枠
の

拡
充
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
借
入
れ
条

件
の
緩
和
、
佐
賀
県
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
企
業
の
紹
介
と
い
っ

た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
条
件
に

よ
り
ま
す
が
、
国
が
交
付
す
る
補
助
制
度

な
ど
へ
の
申
請
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

申
込
方
法
▼

　
受
講
希
望
者
は
、
事
前
に
有
田
商
工
会

議
所
へ
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
▼

・ 

商
工
観
光
課　
　
　

☎
46
・
２
５
０
０

・ 

有
田
商
工
会
議
所　

☎
42
・
４
１
１
１
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町からのお知らせ行政ナビ２ 町からのお知らせ行政ナビ月

３月１日から上下水道課・西公民館が移転します

　有田町西公民館は昭和 42 年に建設され、地域
住民の皆さんの身近な学習拠点、交流の場として
重要な役割を果たしてきました。西公民館の建物
や設備については約 50 年が経ち老朽化が進んだ
ため、有田町庁舎別館（旧有田共立病院事務棟）
にその機能を移転します。
移 転 日▶平成 29 年３月１日（水）
移転場所▶有田町立部乙 2499 番地
　　　　　（旧有田共立病院事務棟）
移転配置▶２階　上下水道課
　　　　　３階　西公民館
利用方法▶
　２階の上下水道課にご用の際や、３階の西公民
館をご利用の際は、１階の出入り口からエレベー
ターまたは階段を使用して上ってください。駐車
場は、有田町庁舎別館敷地にある駐車場をご利用
ください（上段・下段とも利用できます）。

■西公民館の利用について
部屋の種類および使用料▶

部屋の種類
１室１時間につき

使用料 冷暖房加算料
ホール 500 円 400 円

中会議室 300 円 100 円
小会議室 200 円 100 円

開館時間▶８時 30 分～ 21 時 30 分
利用申請方法▶
有田町婦人の家に申請してください。

■詳しくは
上下水道課に関するお問い合わせ▶

・ 事務担当　　☎ 46・2946
・ 工務担当　　☎ 46・2746
西公民館の利用に関するお問い合わせ▶

・ 婦人の家　　☎ 46・5005
・ 生涯学習課　☎ 43・2314

■利用案内図 ■フロア見取り図

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

く
に
み

有
田
町
庁
舎

駐車場
（上段）

←DWUP→

駐車場
（下段）

倉
庫

庁舎
別館へ

庁舎別館へ

庁
舎
別
館

▼

婦人の家

西有田駅

出入り口
（１階）

◯◯◯至原明

ここへ移転します。
２階が上下水道課
３階が西公民館
となります。

移転

国道 202 号線

上下水道課

（事務） （工務）

ホール

中会議室
小会議室

３階  西公民館

２階  上下水道課
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行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～

平成 29 年度の奨学金貸付を行います

町は、社会に貢献できる優秀な人材を育成するこ
とを目的として、心から学びたいと思っている

優秀な学生や生徒に奨学金を貸し付ける貸付制度を
行っています。奨学金の種類・内容などは下表の通り
です。
　貸し付けの対象となるのは、保護者が町内に住民登
録を有し、学資の支弁が困難と認められる方です。

申請方法 ▼申請書に必要事項を記入し、必要書類を添
　　　　　付して学校教育課に提出してください。
受付期間 ▼３月２日（木）～ 24 日（金）
貸付決定 ▼審査委員会で審査を行い、４月末までに保
　　　　　護者にお知らせします。

申請に必要な書類 ▼

① 奨学金（育英資金）貸与申請書
② 家庭調書
③ 成績証明書（直前に卒業した学校が発行したもの）
④ 保護者および連帯保証人の町税完納証明書
⑤ 世帯全員の所得証明書（平成 27 年分の所得証明およ

び平成 28 年分の確定申告の写しまたは源泉徴収票）

⑥ 進学先の合格証明書（コピー）
　 在学中の方は在学証明書および成績証明書
※ ①②は学校教育課、④⑤は税務課で受け取ってく 

　ださい。
詳しくは ▼学校教育課（生涯学習センター内）

☎ 43・2324

江副奨学金有田町ふるさと奨学金

奨学金の種類 高校・高専 短大・専修学校 大学 定員

貸  付  金  額

有田町ふるさと奨学金 月額 20,000 円 月額 40,000 円 若干名

竹内昌三育英資金 ― ― 月額 50,000 円 若干名

江副奨学金
（※理工系に限る）

月額 20,000 円 ― 月額 40,000 円 １人

有田ロータリークラブ
福島奨学金

― 月額 40,000 円 １人

貸  付  方  法 毎年度２回（５月・９月）指定口座へ振り込み

貸  付  期  間 貸付開始の月から正規の卒業の月まで

償  還  期  間
（据え置き期間を含む）

高校・高専　　 … 貸与が終了した翌月から５年以内
短大・専修学校 … 貸与が終了した翌月から７年以内
大学　　　　　 … 貸与が終了した翌月から 10 年以内

据え置き期間 １年以内

【 奨学金の貸し付け内容 】

有田ロータリークラブ福島奨学金竹内昌三育英資金
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町からのお知らせ行政ナビ２ 町からのお知らせ行政ナビ月

　

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関
す
る

お
知
ら
せ
」（
ハ
ガ
キ
）
を
平
成
29
年
１

月
31
日
に
発
送
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
現
在
服
用
さ
れ
て
い
る
お
薬

を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）

に
切
り
替
え
ら
れ
た
場
合
に
、
お
薬
代
の

自
己
負
担
額
を
ど
の
く
ら
い
軽
減
で
き
る

か
試
算
し
た
も
の
で
す
。

通
知
の
対
象
と
な
る
方
▼

　

該
当
月
に
処
方
さ
れ
た
先
発
医
薬
品
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
ら
れ

た
場
合
に
、
１
カ
月
当
た
り
の
自
己
負
担

額
の
軽
減
が
一
定
額
以
上
見
込
ま
れ
る
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
必
ず
し
も
全
員
の
方
に
届
く
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

通
知
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
▼

○
お
薬
代
に
か
か
っ
た
金
額
の
み
表
示
し

て
い
ま
す
。

※
実
際
の
窓
口
で
の
お
支
払
い
に
は
、
技

術
料
・
管
理
料
な
ど
の
別
費
用
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る

と
お
薬
代
が
安
く
な
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
お
伝
え
す
る
も
の
で
、
切
り
替

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

関
す
る
お
知
ら
せ

医薬品

え
を
強
制
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

通
知
書
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
▼

　

専
用
窓
口
「
国
民
健
康
保
険
中
央
会
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
通

知
書
裏
面
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合　

業
務
課　

企
画
・
保
健
係

☎
０
９
５
２
・
64
・
８
４
７
６

　　

最
初
に
作
ら
れ
た
お
薬
（
先
発
医

薬
品
）
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
販
売

さ
れ
る
医
薬
品
で
す
。

　

先
発
医
薬
品
と
同
等
の
有
効
成

分
・
効
能
・
効
果
を
も
つ
医
薬
品
で

す
が
、
添
加
物
が
異
な
る
場
合
な
ど

も
あ
り
、
ま
っ
た
く
同
一
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
ま
ず
は
、
か
か
り
つ

け
の
医
師
・
薬
剤
師
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■ 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
？

葬
祭
費
の
支
給
申
請
は
お
済
み
で
す
か

　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、

被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
そ
の
葬

祭
を
行
っ
た
方
に
対
し
、
申
請
に
よ
り
葬

祭
費
３
万
円
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
葬
祭
を
行
っ
た
日
か
ら
２
年
を
経
過
す

る
と
、
時
効
に
よ
り
支
給
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

申
請
を
行
っ
て
い
な
い
方
は
、
健
康
福

祉
課
・
後
期
高
齢
者
医
療
担
当
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
健
康
福
祉
課　

後
期
高
齢
者

医
療
担
当　
　
　
　
　

☎
43
・
２
１
８
２

葬祭費
支給
申請

学
校
給
食
用
食
材
に
関
す
る

納
入
業
者
の
登
録
に
つ
い
て

　

町
内
の
学
校
給
食
用
食
材
は
、
納
入
業

者
登
録
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
生
徒
へ
安
全
で
安
心
な
食
を
提
供

す
る
だ
け
で
な
く
、
で
き
る
だ
け
地
場
産

の
食
材
を
提
供
す
る
こ
と
で
地
域
の
産
業

や
生
産
の
過
程
を
理
解
し
、食
へ
の
感
謝
、

食
を
大
切
に
す
る
心
を
育
む
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

学
校
給
食
と
、
こ
の
制
度
の
趣
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
平
成
29
年
度
納
入
業
者

登
録
の
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、登
録
申
請
書
な
ど
に
つ
い
て
は
、

学
校
教
育
課
に
備
え
て
い
ま
す
。

提
出
書
類
▼

・ 

納
入
業
者
登
録
申
請
書

・ 

町
税
納
入
証
明
書

・ 

食
品
衛
生
監
視
票

・ 

従
業
員
の
検
便
検
査
結
果
表

・ 

肉
魚
介
類
販
売
許
可
書
の
写
し    

な
ど

提
出
期
間
▼
２
月
６
日（
月
）～
24
日（
金
）

提
出
先
▼

有
田
町
教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

（
〒
８
４
４
・
０
０
１
８　

有
田
町
本
町
丙

１
１
０
２
番
地
２　

有
田
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
内
）

詳
し
く
は
▼
学
校
教
育
課☎

43
・
２
３
２
４

納入
業者
登録
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▲図１. メーターボックス

▲図３. 止水栓（レバー、バルブ、キャップの種類あり）

水道管
凍結
対策

水
道
管
の
凍
結

対
策
は
お
早
め
に

　

毎
年
、
冬
場
に
は
水
道
管
の
凍
結
に
よ

る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
凍
結

す
る
と
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、
水
道
管

が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

寒
波
の
到
来
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
注

意
を
促
し
ま
す
が
、
前
も
っ
て
チ
ェ
ッ
ク

す
る
な
ど
対
応
は
早
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

水
道
水
や
お
風
呂
の
残
り
湯
の
た
め
置
き

な
ど
も
重
要
で
す
。
メ
ー
タ
ー
か
ら
手
前

（
家
側
）
は
利
用
者
さ
ま
の
管
理
で
す
。

■
凍
結
を
防
ぐ
た
め
に

・ 

露
出
し
て
い
る
水
道
管
に
市
販
の
保
温

材
や
タ
オ
ル
を
巻
く
（
図
２
）。
メ
ー
タ

ー
ボ
ッ
ク
ス
（
図
１
）
内
に
市
販
の
保
温

材
や
土
を
か
ぶ
せ
る
な
ど
の
対
策
を
。

・ 

寝
る
前
に
、
末
端
の
蛇
口
か
ら
細
く
水

を
出
し
て
お
く
。

・ 

長
期
間
の
外
出
前
に
は
止
水
栓
（
図
３
）

を
閉
め
て
水
抜
き
す
る
。

■
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら

・ 

蛇
口
は
無
理
に
回
さ
ず
、
露
出
し
て
い

る
部
分
に
タ
オ
ル
な
ど
を
巻
き
付
け
、

ぬ
る
ま
湯
を
か
け
る
。

※
熱
湯
を
か
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。
危
険

で
す
。

・ 

凍
結
し
た
状
態
で
外
出
す
る
場
合
は
止

水
栓
を
閉
め
る
。

※
解
凍
し
た
と
き
に
破
裂
箇
所
か
ら
漏
水

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
を

　

蛇
口
を
全
て
閉
め
た
状
態
で
、
水
道
メ

ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
っ
て
い
る
場

合
は
、
敷
地
内
で
の
漏
水
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
漏
水
に
よ
る
修
理
費
は
利
用
者
さ
ま

の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
状
況
に
よ
り

水
道
料
金
が
一
部
免
除
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
お
早
め
に
上
下
水
道
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
上
下
水
道
課☎

46
・
２
７
４
６

①市販の保温材を水道
管に取り付ける。

②ビニールテープなど
を下から上に重ね合
わせて巻き付ける。

▼
▼

▲図２. 水道管の防寒方法

日々
雇用
登録

職
種
▼
一
般
事
務
、
調
理
員
、
保
育
士
、

図
書
館
司
書
、
用
務
員
、
保
健
師
、
看
護

師
、
特
別
支
援
員
な
ど

勤
務
先
▼
町
内
の
公
共
施
設

登
録
期
間
▼
平
成
29
年
度

登
録
資
格
▼
事
務
職
は
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン

操
作
、
保
育
士
・
図
書
館
司
書
・
保
健
師
・

看
護
師
は
資
格
が
必
要
で
す
。

採
用
▼
雇
用
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
登

録
者
に
連
絡
し
、面
接
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
欠
員
な
ど
が
な
い
場
合
は
、
登
録
を
し

日
々
雇
用
職
員
に
登
録
し
ま
せ
ん
か

て
も
採
用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

登
録
方
法
▼
市
販
の
履
歴
書
に
希
望
す
る

職
種
・
資
格
な
ど
を
記
入
し
、
写
真
を
貼

付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
調
理
員
、
司
書
、
用
務
員
を
希
望
さ
れ

る
方
は
学
校
教
育
課
（
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
）
へ
、
そ
れ
以
外
を
希
望
さ
れ
る

方
は
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
受
付
期
間
▼

２
月
１
日
（
水
）
か
ら
随
時
受
付

詳
し
く
は
▼
総
務
課　

☎
46
・
２
１
１
１

採
用
期
間
▼
２
月
～
３
月

※
契
約
更
新
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

勤
務
時
間
▼
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
原
則
、
土
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
が
、

健
診
な
ど
休
日
出
勤
の
場
合
も
あ
り
ま

す
。

勤
務
場
所
▼
有
田
町
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

応
募
資
格
▼
保
健
師
免
許
を
有
す
る
方

賃
金
▼
日
額
９
４
５
５
円

職員
募集

臨
時
保
健
師
を
募
集
し
ま
す

通
勤
手
当
▼
支
給

募
集
人
員
▼
１
人

業
務
内
容
▼
母
子
・
成
人
な
ど
の
健
診
・

相
談
や
訪
問
指
導
、
特
定
保
健
指
導
、
が

ん
検
診
な
ど

※
詳
細
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

詳
し
く
は
▼
健
康
福
祉
課☎

43
・
５
０
６
５
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町からのお知らせ行政ナビ２ 町からのお知らせ行政ナビ月

■
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
」
が
始
ま
り
ま
す

　

平
成
29
年
4
月
1
日
よ
り
、
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
「
訪
問
介
護
」
と
「
通

所
介
護
」
が
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
」
に
移
行
す
る
な
ど
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す
。

　

現
在
、「
要
支
援
」
認
定
を
受
け
て
い

る
方
に
加
え
、
窓
口
で
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
つ
け
て
も
ら
い
一
定
の
基
準
を
満
た
し

た
方
も
一
部
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
今
後
は
全
国
一
律
の
サ

ー
ビ
ス
に
加
え
、
地
域
の
実
情
に
あ
わ
せ

た
介
護
予
防
や
生
活
支
援
の
事
業
へ
と
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
。

■
介
護
保
険
住
宅
改
修
受
領
委
任
払

い
を
開
始
し
ま
す

　

平
成
29
年
４
月
１
日
よ
り
、
介
護
保
険

に
係
る
住
宅
改
修
の
支
払
い
方
法
と
し
て

受
領
委
任
払
い
を
開
始
し
ま
す
。

　

事
前
に
町
主
催
の
研
修
を
受
講
し
、
登

録
を
受
け
た
事
業
所
の
み
が
受
領
委
任
払

い
の
対
象
事
業
所
と
な
り
ま
す
。
本
年
度

の
研
修
を
平
成
29
年
3
月
に
実
施
す
る
予

定
で
す
。

　

研
修
受
講
希
望
の
事
業
所
や
ご
質
問
な

ど
は
、
健
康
福
祉
課 

介
護
保
険
担
当
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
健
康
福
祉
課

介
護
保
険
担
当　

☎
43
・
２
１
９
６

介護
保険

介
護
保
険
担
当
か
ら
の
お
知
ら
せ

お詫び
と訂正

　「広報有田１月号」の 14、

15 ページに掲載の「新しい

民生委員・児童委員を紹介

します」で、戸矢地区（３班

～５班、７班～ 15 班）担当の

松尾 美惠子さんの電話番号

に誤りがありました。正し

くは次の通りです。

　お詫びして訂正いたしま

す。

松尾　美惠子さん
〈正〉☎ 43・2437
〈誤〉☎ 42・2437

詳しくは▶健康福祉課

福祉担当　☎ 43・2237

弔慰金
支給

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

「
第
十
回
特
別
弔
慰
金
」
の
請
求
は
お
済
み
で
す
か
？

支
給
対
象
者
▼
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の

ご
遺
族
で
、
平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
や
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族

年
金
な
ど
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等
の
妻

や
父
母
な
ど
）
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の

順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
１
人

（1）
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
、
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰

金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

（2）
戦
没
者
等
の
子
（
戦
没
者
等
の
死
亡
当

時
の
胎
児
も
含
む
）

（3）
戦
没
者
等
の
①
父
母
、
②
孫
、
③
祖
父

母
、
④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を

有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が

入
れ
替
わ
り
ま
す
。

（4） 

（1）
～

（3）
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等

内
の
親
族

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
ま
で
引
き
続
き

１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

方
に
限
り
ま
す
。

支
給
内
容
▼

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
限
▼
平
成
30
年
４
月
２
日
（
月
）

※
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
「
第
十
回
特
別

弔
慰
金
」
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

請
求
に
必
要
な
も
の
▼

①
請
求
者
の
印
鑑

②
特
別
弔
慰
金
請
求
書

③
印
鑑
等
届
出
書

④
現
況
申
立
書

⑤
請
求
同
意
書

※
②
～
⑤
の
用
紙
は
、
住
民
環
境
課
、
東

出
張
所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

⑥
請
求
者
本
人
の
戸
籍
抄
本

⑦
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
が
確
認

で
き
る
も
の
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

や
通
知
カ
ー
ド
）

※
通
知
カ
ー
ド
の
場
合
は
、
請
求
者
の
運

転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
の
身
元

確
認
書
類
（
写
真
付
き
な
ら
１
点
、
写

真
な
し
は
２
点
以
上
）
が
必
要
で
す
。

※
こ
の
他
に
も
、
請
求
者
が
過
去
に
特
別

弔
慰
金
の
請
求
を
し
た
こ
と
が
あ
る
か

な
ど
の
状
況
に
応
じ
て
、
提
出
書
類
を

追
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

受
付
窓
口
▼
住
民
環
境
課
、
東
出
張
所

詳
し
く
は
▼
住
民
環
境
課☎

46
・
２
１
１
４
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再
任　

髙
峰　

智
晃
さ
ん
（
戸
矢
）

新
任　

湊　

充
子
さ
ん
（
中
樽
）

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
町
長
の
推
薦
を
経

て
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
で
す
。
平
成
29
年
１
月

よ
り
２
人
の
方
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

有
田
町
で
は
現
在
７
人
の
人
権
擁
護
委

員
が
、
人
権
相
談
を
受
け
た
り
、
人
権
の

考
え
を
広
め
た
り
す
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

人権
相談

人
権
擁
護
委
員
が

任
命
さ
れ
ま
し
た

任期▶
平成 29 年１月１日から３年間

詳
し
く
は
▼
住
民
環
境
課☎

46
・
２
１
１
４

百歳祝

百
歳
祝
い

渕
ノ
上
ト
シ
子
さ
ん

　

１
月
８
日
に
渕
ノ
上
ト
シ
子
さ
ん
（
立

部
）
が
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
、「
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
に
み
」
で
お
祝
い
が

あ
り
、
山
口
隆
敏
町
長
が
「
祝
百
寿
」
と

書
か
れ
た
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
ご
家
族
の
皆
さ
ん
が
お
祝
い

に
駆
け
つ
け
、
周
囲
か
ら
の
「
お
め
で

と
う
」
と
い
う
声
に
、
し
っ
か
り
と
し

た
声
で
、「
あ
り
が
と
う
」
と
応
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

渕
ノ
上
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

百歳祝

百
歳
祝
い

神
近 

ミ
ヤ
さ
ん

　

１
月
10
日
に
神
近
ミ
ヤ
さ
ん
（
立
部
）

が
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
、「
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
く
に
み
」で
お
祝
い
が
あ
り
、

山
口
隆
敏
町
長
が
「
祝
百
寿
」
と
書
か
れ

た
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

ご
健
康
の
秘
訣
は
、
し
っ
か
り
食
事
を

取
る
こ
と
。
ご
主
人
を
亡
く
さ
れ
て
か
ら

は
、
女
手
一
つ
で
５
人
の
お
子
さ
ん
を
育

て
ら
れ
、
と
て
も
働
き
者
だ
っ
た
と
息
子

さ
ん
が
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

神
近
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

功労者
善行者
表彰

　

町
は
、
永

年
に
わ
た

り
、
町
政
の

発
展
に
貢
献

し
て
こ
ら
れ

た
方
の
功
績

を
た
た
え
る

｢

平
成
28
年

度
町
政
功
労 平

成
28
年
度 

町
政
功
労
者
・

善
行
者
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た

者
・
善
行
者
表
彰
式｣

を
１
月
３
日
、
焱

の
博
記
念
堂
で
行
い
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

▶
受
賞
さ
れ
た
辻
政
德
さ
ん

（
左
）と
德
永
明
良
さ
ん（
右
）

功
労
表
彰

行
政
部
門

辻　

政
德
さ
ん
（
南
山
）

　

永
年
に
わ
た
り
、八
区
総
区
長
と
し
て
、

町
政
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

善
行
表
彰

德
永　

明
良
さ
ん
（
広
瀬
山
）

　

約
30
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、「
竜
門

の
清
水
」
の
水
汲
み
場
の
設
置
・
維
持
管

理
を
行
い
、
町
の
観
光
行
政
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

詳
し
く
は
▼
総
務
課　

☎
46
・
２
１
１
１

政
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町からのお知らせ行政ナビ２ 町からのお知らせ行政ナビ月

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
児
童
の

進
学
・
就
職
を
支
援
し
ま
す

　

県
は
、
母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
の
児
童

や
父
母
の
い
な
い
児
童
の
進
学
・
就
職
を

支
援
す
る
た
め
、
修
学
資
金
や
就
学
支
度

資
金
を
無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す
。

対
象
者
▼
平
成
29
年
度
に
高
校
・
大
学
・

専
修
学
校
（
専
門
学
校
な
ど
）
へ
の
入
学

を
希
望
さ
れ
る
方

申
請
受
付
期
間
▼
３
月
21
日
（
火
）
ま
で

　

左
記
以
外
に
も
、
生
活
資
金
や
転
宅
資

金
な
ど
の
貸
し
付
け
が
あ
り
ま
す
。

修学資金（円 / 月額）

学校種別 公　立 私　立

高等学校 18,000（23,000） 30,000（35,000）

高等専門学校 21,000（22,500） 32,000（35,000）

短期大学 45,000（51,000） 53,000（60,000）

大　学 45,000（51,000） 54,000（64,000）

就学支度資金（円）

学校種別 公　立 私　立

高等学校
150,000（160,000） 410,000（420,000）

高等専門学校

短期大学
370,000（380,000） 580,000（590,000）

大　学

※（　）は自宅外通学の場合。
※　専修学校（専門学校など）も対象になります。

進学
就職
支援

　

資
金
の
貸
し
付
け
に
は
い
く
つ
か
の
条

件
が
あ
り
、
申
請
後
、
審
査
を
経
て
か
ら

決
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
期
日
に
余
裕
を
持

っ
て
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
は
事
前
相
談
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
▼

・ 

伊
万
里
保
健
福
祉
事
務
所　

母
子
保
健

福
祉
担
当　
　
　
　

☎
23
・
２
１
０
２

・
健
康
福
祉
課　

母
子
福
祉
担
当　
　

 

☎
43
・
２
２
３
７

図書館からこんにちは

・	東図書館（生涯学習センター　☎ 43・2327）

開館時間　９時	～	18 時　　

休館日　月曜日、11日（建国記念の日）

・	西図書館（役場２階　☎ 46・2915）

開館時間　９時	～	18 時　　

休館日　火曜日、11日（建国記念の日）

２月３日は節分です

２月の開館時間・休館日

　　「節分」は文字どおり季節の分か

れ目の意味で、立春・立夏・立秋・

立冬の前日をいいましたが、今では

おすすめの本

「おにぼう」
（くすのきしげのり 作・伊藤秀男 

絵 /PHP 研究所）

　村人に嫌われていたおにぼう
は、大雨で村が流されそうにな
った時、庄屋たちに助けを求め
られます。ありったけの力を込
めて水をとめようとしたところ
...。心に響くお話です。

（東図書館所蔵）

「定番おすしと飾り寿司」
（世界文化社）

　季節を彩るおすしの献立、初
めてでもできる飾り巻きずしや、
おもてなしのぜいたくずしなど、
おいしさのコツやアイデア満載
の一冊です。　　（西図書館所蔵）

特に立春の前日をいいます。節分の行事は豆まきの

他に、イワシの頭をヒイラギの小枝にさして戸口に

置き、邪気の侵入を防ぐ風習もあります。

　豆まきで悪者になる鬼ですが、「こぶとりじいさん」

や「桃太郎」、「だいくとおにろく」など、日本の昔

話にもたくさん登場します。

　この機会にぜひ読んでみてください。
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安心で豊かな老後を

農業者年金 国が支える
　安心が大きくなる

■
農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方

は
加
入
で
き
ま
す

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で
、
年

間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳
未
満

の
方
は
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　

農
地
を
持
っ
て
い
な
い
農
業
者
や
、
配

偶
者
や
後
継
者
な
ど
の
家
族
農
業
従
事
者

も
加
入
で
き
ま
す
。
脱
退
は
自
由
で
す
。

そ
れ
ま
で
に
支
払
っ
た
保
険
料
は
将
来
、

年
金
と
し
て
受
け
取
れ
ま
す
。

■
年
金
資
産
は
安
全
か
つ
効
率

的
に
運
用
し
て
お
り
、
少
子

高
齢
化
に
強
い
年
金
で
す

　

自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額
の
目
標
に

向
け
て
、保
険
料
を
自
由
に
決
め
ら
れ（
月

２
万
円
～
６
万
７
千
円
）、
経
営
の
状
況

や
老
後
設
計
に
応
じ
て
い
つ
で
も
見
直
せ

ま
す
。

■
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保

障
付
き
で
す

　

原
則
65
歳
か
ら
生
涯
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
仮
に
80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ

た
場
合
で
も
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る

年
金
相
当
額
を
、
遺
族
に
死
亡
一
時
金
と

し
て
支
給
し
ま
す
。

農業者年金は、農業者の老後の生活の安定とと
もに、認定農業者など一定の条件を満たす農

業者の保険料補助（政策支援）を通じて担い手の確

あなたの老後生活への備えは十分ですか？

■
税
制
面
で
大
き
な
優
遇
措
置

が
あ
り
ま
す

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
、
住
民
税
が
節

税
に
な
り
ま
す
。

■
認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要

件
を
満
た
す
方
に
は
、
保
険

料
の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す

　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し
て
い
る

方
や
、
そ
の
方
と
家
族
経
営
協
定
を
結
ん

だ
配
偶
者
・
後
継
者
な
ど
一
定
の
要
件
を

満
た
す
方
に
は
、保
険
料
の
国
庫
補
助（
月

額
最
高
１
万
円
）
が
あ
り
ま
す
。

年金は家族一人ひと
りについて準備する
ことが大切です！

老後の備えは国民
年金プラス農業者
年金が基本です！

保・育成を図る政策年金です。
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農業委員会からのお知らせ

詳しくは

▲

農業委員会事務局（農林課）
 ☎ 46・5616

独立行政法人農業者年金基金
☎ 03・3502・3942

http://www.nounen.go.jp/

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
転
用
許
可

申
請
が
あ
っ
た
土
地
に
つ
い
て

は
、
申
請
農
地
の
周
囲
の
状
況
に
つ
い
て

毎
月
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
に
改
正
さ
れ
た
農
地

法
に
従
い
、
遊
休
農
地
や
農
地
の
無
断
転

用
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
７
月
か
ら

９
月
に
か
け
て
農
業
委
員
に
よ
り
農
地
利

用
状
況
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
、
感
謝

と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

農
地
は
大
切
な
食
料
の
供
給
基
盤
で

す
。
一
度
農
地
以
外
に
転
用
す
る

と
元
に
戻
す
こ
と
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、

違
反
転
用
な
ど
に
つ
い
て
は
罰
則
も
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【（
例
）
違
反
転
用
は
３
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
】

　

無
断
転
用
や
転
用
許
可
に
係
る
事
業
計

画
ど
お
り
に
転
用
し
て
い
な
い
場
合
は
、

農
地
法
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
り
、
工
事

の
中
止
や
現
状
回
復
の
命
令
が
出
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
自
己
所
有
の
農
地
で

も
許
可
な
く
転
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

食
料
自
給
力
を
高
め
、
食
の
安
全
を
保

障
す
る
た
め
、
優
良
な
農
地
を
守
り
ま
し

ょ
う
。

　

農
地
転
用
の
許
可
申
請
の
受
け
付
け

は
、町
の
農
業
委
員
会
で
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
〔
農
地
法
３
条
許
可
〕

耕
作
目
的
の
農
地
の
権
利
移
動

◎
〔
農
地
法
４
条
許
可
〕

自
己
所
有
の
農
地
を
宅
地
、
駐
車
場
、

植
林
地
な
ど
へ
転
用

◎
〔
農
地
法
５
条
許
可
〕

宅
地
化
な
ど
へ
の
転
用
目
的
で
農
地
を

非
農
家
な
ど
へ
権
利
移
動

▲農業委員会による「農地パトロール」

農地パトロール

農地転用の相談は農業委員会へ
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有田町の国際交流員、マニュエル・ペーター・サドフスキーさんのコラムです。

ドイツの祝日について

Deutschland divers vol.16
ド      イ     チ   ュ     ラ   ン   ド　  デ ィ ヴ ェ ル スいろんなドイツ

　今月はドイツと日本の祝日の違

いについて書きたいと思います。

　日本の祝日が年間 16 日もある

ということに大変驚きました。６

月を除き、毎月少なくとも１日は

祝日があり、その上ゴールデンウ

ィーク期間中には４日もあるので、

日本は祝日大国だと思います。

　では、ドイツの祝日はどんな状

況でしょうか。ドイツでは「ドイ

ツ統一記念日」以外、祝日は国で

はなく、州ごとに決まります。そ

のため、州によって多いところも

少ないところもありますが、全州

が共通して祝日としている日が８

日あります。その中でも、イース

ターに関する祝日である「聖金曜

日」や「復活祭」、クリスマスの時

期になると、信仰心がなくても多

くの人々が教会のミサに参加しま

す。５月１日の「メーデー」では、

労働組合の関係者は労働者権利の

ためにデモを行います。また、ド

イツ統一記念日では、ドイツ再統

一を記念し、毎年違う州で、大き

な式典が開催されます。

　私の生まれたベルリン州は最も

祝日の少ない州であり、ドイツ統

一記念日と全州共通の祝日の８日

で、合計９日しかありません。一方、

南ドイツにあるバイエルン州の祝

日は 14日とドイツで最も多く、ほ

ぼ日本と同じですね。バイエルン

州ではカトリック派が主な宗教と

なっており、多くの祝日がカトリ

ック教会の祭日と関係しています。

　ドイツでは日本のように「海の

日」や「秋分の日」などといった

自然や四季に関連するものが全く

なく、宗教や歴史に関する祝日が

多くなっています。ドイツ人にと

って、宗教や歴史はそれほど大切

なものなのです。

　それでは、今年も 16日の祝日を

楽しみましょう！	

詳しくは ▼健康福祉課　 ☎ 43・5065

皆さんに役立つ情報を紹介する保健師のコーナーです
保

健
師

と
い

っしょに

増え続ける人工透析！
　～県内ワースト１の危機～ 　

　人工透析とは、腎臓の働きが低下し、血液中の老

廃物をろ過できなくなるため、血液を体の外に出し

て機械できれいにする治療法です。有田町では、透

析を受けている方が年々増加傾向にあり、平成 24年

に 17 人だった患者数が、平成 27年には約 1.5 倍の

25人になっています。

　血液透析は、専門の医療機関に週３回通い、１回

に４～５時間かけて行います。この治療には１人当

たり年間 500 ～ 600 万円かかり、透析導入時には、

なんと 1000 万円もかかってしまいます。透析はな

ってしまうと治ることはなく、一生治療を続けなく

てはいけません。腎臓の機能は低下しても初めは自

覚症状もなく、気づかないうちに進行するため、早期

発見、治療することが大切です。

●高血圧、糖尿病は腎臓の大敵！

　腎臓機能の低下と高血圧、糖尿病は深く関連してお

り、透析導入原因の半数は、糖尿病性腎症（約４割）

と高血圧が影響する腎硬化症（約１割）が占めてい

ます。血圧・血糖・脂質の管理、肥満解消（BMI	25

未満）、禁煙、食生活、運動習慣など日常生活で気を

つけていくことが大切です。

腎臓病予防のための目標

血圧
140	/	90	mHg未満
※糖尿病、尿蛋白 +以上の方は
　130	/	80mmHg未満

血糖
糖尿病治療中の方は少なくとも
HbA1c	7.0 未満

脂質（LDL）120	mg/dL 未満

食生活
減塩や野菜を多く取るなど、バランス
の取れた食事を心がける

運動
ウォーキングなどの適度な運動（20分
以上）をする

　血液検査や尿検査を受け、腎臓の状態を知ること

が予防の第一歩です。今年度、まだ健診を受けてい

ない方は、３月までに病院で健診を受けましょう！
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Ｌ
レ オ

ＥＯ鳥が運んでくるマイセンニュース  69

マ イ セ ン の 空 か ら 姉妹都市・マイセンのニュースやドイツ風
ビネット（コラム）をお伝えします。

PROFILE　　カイ・レオンハ－ト
ニックネームはレオ。1965 年マイセン市生まれ。自営業の
アーティスト、デザイナー。マイセン ･ 有田友好協会の共
同設立者、現在の会長。2001 年から２年間、有田窯業大学
校で講師を務める。

今日の子どもたちは明日の未来

　２月は、ある意味では「愛の月」

と言えると思います。なぜならば、

世界各国で、２月 14日のバレンタ

インデーを祝うからです。祝日で

なくても、その日は恋人と過ごす

人も少なくないでしょう。

　「広報有田 2017 年１月号」の表

紙を見たとき、すぐに気分が良く

なったと同時に、18 世紀後半のド

イツにおいて有名なロマン主義の

作家であった、ノヴァリスの発言

が思い浮かびました。「子どもとい

うものは、目に見えるようになっ

た愛の証だ」。有田で生まれた子ど

もたちが喜びと勇気を与え、明る

い未来へと導いてくれるでしょう。

　2016 年、マイセン市では 719

人もの子どもが生まれました。全

国の統計によれば、前年に比べて

15人増加しました。ドイツ全国的

には 73 万８千人が生まれ、2014

年に比べて２万３千人（3.2％）多

かったです。これは、女性１人当

たり 1.51 人を出産している計算

になります。

　マイセンは国内で最も出生率が

高いザクセン州に位置しているの

で、微力ですがドイツの出生率上

昇に貢献していると思います。ま

た、ザクセン州はマイセンの地で

創立されたことから、マイセン市

の観光スローガンを「ザクセンの

揺
よう

籃
らん

（意味：発祥の地）」としていま

す。これは子どもたちの新しい命

が生まれる地だということも表し

ています。

　2017 年も元気な子どもたちが

生まれますように！

有田の果物を食べよう♪   ～イチゴ～
●イチゴの生産

　町内では、２戸の生産者がハウスで 3,500 平方メ

ートル栽培し、年間約 14トン収穫しています。品種

は「さがほのか」で、佐賀県が独自に開発したイチ

ゴです。糖度が高く、酸味が少ないすっきりとした

甘さが特徴です。

●イチゴの栄養

　イチゴにはビタミンCや葉酸、食物繊維などが豊

富に含まれています。ビタミンCはコラーゲンの生

成を助けて皮膚を健康にし、免疫力を高めて病気に

強い体を作るだけでなく、強い抗酸化力により老化

を防止し、がんの発生を抑制するといわれています。

　また、ペクチンという食物繊維が豊富に含まれて

おり、これにより腸内の善玉菌を増やして便秘を解

消したり、大腸がんを予防する働きなどがあります。

さらにペクチンには血中コレステロール値を下げる

作用もあり、生活習慣病の予防に期待されています。

　イチゴは生食だけでなく、ジャムやケーキ、ジュー

ス、菓子など用途はさまざまです。加熱によりビタミ

ンCは激減してしまうため、ビタミンCの摂取には

生食が一番効果的です。

●おいしいイチゴの選び方

　表面にツヤがあり、産毛が残っているもの、ヘタは

緑が鮮やかでピンと先が立っているものを選びまし

ょう。鮮度が落ちるとともにヘタは干からびていきま

す。

●保存方法

　イチゴは傷みやすいので、生のまま食べる場合は冷

蔵庫に入れて保存し、

なるべく早めに食べま

しょう。ジャムやソー

スなど加工して使う場

合には冷凍保存が可能

です。
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　高齢者虐待が生じる背景には、養護者（介護者）が介護により心身共に
疲労し、追い詰められていることが挙げられます。

認知症がある

高齢者を

介護している

介護をする人へ
～介護を頑張りすぎていませんか？～

地域の人へ
～周りにこんな人はいませんか？～

介護者に病気や

障害がある

近所付き合い

がない

誰もが
直面するかもしれない

問題です

経済的に

困窮している

介護の負担を

１人で

抱えている

身近に頼れる

家族がいない

●たたく、つねる、殴る、蹴る、やけどを負

わせるなど

●ベットに縛り付けたり、意図的に薬を過剰

に与えたりするなど

●排せつなどの失敗に対して高齢者に恥をか

かせるなど

●子ども扱いする、怒鳴る、ののしる、悪口

を言う、無視するなど

●懲罰的に下半身を裸にして放置するなど

●性的行為を強要するなど

●本人のお金を必要な額渡さない、使わせな

いなど

●本人の年金、貯金などを本人の意思・利益

に反して使用するなど

●空腹、脱水、栄養失調の状態のままにする

など

●おむつなどを放置する、劣悪な状態や住環

境の中に放置するなど

高齢者にやさしい町づくり
～ みんなで防ごう　高齢者虐待 ～

№101地域包括支援センターだより
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このような行為は
虐待に当たります

身体的虐待

介護・世話の放棄・放任

心理的虐待

性的虐待

経済的虐待
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高齢者の虐待に気づいたら

地域包括支援センターってどんなところ？

　虐待を防ぐためには、私たち 1人ひとりの小さな「気づき」が大切です。虐待に気づいた人に

　地域包括支援センターは、主任ケアマネジャー、社会福祉士、保健師などが中心となって、高

齢者の方々やその家族の方々を支える機関です。虐待の早期発見・防止、高齢者の人権や財産を

守る取り組み、介護・福祉・健康・医療など、さまざまな支援を包括的・継続的に行っており、

どのような相談にも対応します。

　行政機関、保健所、医療機関、介護サービス事業所、警察など適切な機関と連携して、相談内

容の解決に努め、地域の高齢者や家族を支えます。

地域包括支援センターは高齢者の総合相談窓口です。お気軽にご相談ください。
健康福祉課内地域包括支援センター（福祉保健センター）☎ 43・2196

●所在地

有田町南原甲 664番地４

（福祉保健センター内）

●受付時間

月～金曜日（祝休日を除く）

８時 30分～ 17時 15分

●連絡先

☎ 43・2196

有田町地域包括支援センター
（有田町役場　健康福祉課）

よろずや相談所

は通報義務があります。虐待を止めることは、虐待をしている養護者のためにも

必要なことです。気掛かりなことがありましたら、有田町地域包括支援センター

へご連絡ください。

　守秘義務により、誰が連絡・通報したかが周囲に漏れることは決してありません。

安心して連絡ください。



　本来、子どもは親の温かい愛情に守られながら、家庭で養育されることが理想です。しかしながら、

現実には親の死亡や病気、また子どもへの虐待などさまざまな事情により、親とともに暮らすことがで

きない子どもたちが多くいます。

　里親制度とは、児童福祉法に基づいて、こうした子どもたちを県が認定、登録した里親が家庭的環境

の下、養育する大切な制度です。里親は子どもを養育する期間や内容により、「養育里親」、「専門里親」、「親

族里親」および「養子縁組希望里親」の４種類あります。県内で登録里親数は伸びているものの、伊万

里有田地区では養育里親の登録数が依然として少ないため、養護施設の職員と協力し PR しています。

※養育里親とは養子縁組を前提としない里親です。さまざまな事情で家庭での養育ができなくなった子

どもたちを家庭に戻れるまで、または 18 歳になって自立できるまで養育する里親のことです。

児童虐待防止　～ひとりで抱え込まないで～　vol. ４
詳しくは ▼健康福祉課　☎43・2237

日時▶２月 17 日（金）　19 時～ 20 時 30 分

会場▶有田町保健福祉センター２階　多目的室

演題▶「どんな境遇の子どもも見捨てない！」

　　　アウトリーチと重層的な支援ネットワークを活用した多面的アプローチ

　　　～社会的孤立・排除を生まない支援体制の確立に向けて～

定員▶ 100 人

申込方法▶健康福祉課 児童福祉担当（☎ 43・2237）へ電話でお申し込みくだ

さい。定員に満たない場合は、当日参加も可能です。

NPO スチューデント・サポート・フェイス（SSF）谷口仁史氏が来町 !!

講師紹介▶
特定非営利法人 NPO スチューデント・サポート・フェイス  代表理事（2003 年設立）。

不登校、ひきこもり、ニートなど、困難を抱える子ども・若者に対し、家庭教師方式のアウトリーチ（訪

問支援）を中心にさまざまな専門機関と連携しながら、社会的自立に至るまでの一貫した支援事業を実

施している。平成 27 年８月の TV 出演（NHK『プロフェッショナル～仕事の流儀～』）を機に相談件数は

さらに増加し、活動は全国へと広がっている。政府系委員など多数の公職を務める。「子ども若者育成・

子育て支援功労者表彰」で内閣総理大臣表彰を受賞。

　ちょっと興味があるけど、里親は ...... って思われている皆さま！

　そんな皆さまにおすすめのボランティアがあります！

　夏休みなどの長期休暇のときに施設で育っている子どもを数日間預かるホーム

ステイのボランティアです！ホームステイとは、週末や休日などを利用して自宅

で子どもたちと一緒に普段の生活を送ることです。子どもたちが自立していくた

めには、地域家庭での生活経験が必要とされています。

◆児童虐待、里親に関する連絡・相談先◆
・ 健康福祉課（福祉保健センター）　☎ 43・2237

・ 佐賀県中央児童相談所　　　　　☎ 0952・26・1212

・ 児童相談所　全国共通ダイヤル　☎ 189

※迅速な連絡ができるよう、携帯電話などに登録をお願いします。

谷口 仁史 氏

里親制度とは
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　ふるさと納税で有田町に寄附いただい
た件数と金額をお知らせします。

■  ふるさと納税   ■

件　数 金　額

平成 28 年 12 月分 7,895 件 284,133 千円

平成 28 年度累計 18,751 件 687,674 千円

詳しくは ▼  総務課　☎ 46・2111

有田のスポーツ情報
ガンバレ  アリタジン
マケルナ  アリタジン

有田のスポーツ情報
ガンバレ  アリタジン
マケルナ  アリタジン
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右
か
ら
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は
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を
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経
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、
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で
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ろ
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選

手
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ま
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戦
小
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に
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し
た
選
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で
す
。〔
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称
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福
田　

啓
人
（
曲
川
小
６
年
・
北
ノ
川
内
）

大
久
保
竜
真
（
鏡
山
小
６
年
・
唐
津
市
）

中
山　
　

慶
（
有
田
中
部
小
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年
・
本
町
）

金
子　

達
哉
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曲
川
小
６
年
・
北
ノ
川
内
）

空
閑　

蒼
汰
（
曲
川
小
６
年
・
下
本
）

▲（下段左から）福田啓人くん、中山慶くん、金子達哉くん、
山本虎太郎くん、空閑蒼汰くん
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イベント
▼行事名 ▼日（曜） ▼時間 ▼場所など
第 13回有田雛の
やきものまつり

４（土）～ 3/20（月・祝）町内各所、有田館

確定申告

16日（木）～ 3/15（水）　９時～ 16時
※ 3/5（日）以外の土曜・日曜を除く。
（東地区）…生涯学習センター	南館 1階	講習室
（西地区）…役場 1階	町民ロビー

農産物出張販売
10（金）・
24（金）

10時～ 12時 東出張所入口

焱結 SPECIAL	LIVE	2017 11（土・祝）18時～ 役場　１階町民ロビー
子育てサロン
「ちろりん村」

14（火）・
28（火）

10時 30分
～ 15時

老人福祉センター「ちとせ」

叙勲・褒章祝賀会 17（金） 16時～ 焱の博記念堂
第 57回郡市対抗
県内一周駅伝大会

17（金）
～ 19（日）

９時～ 県内一円

リサイクルデー 19（日） ９時～ 11時
泉山防災広場
立部リサイクルステーション
有田町リサイクルプラザ

予防接種（個別）
▼予防接種名 ▼対象者・備考

ヒブ 生後２カ月～５歳未満

小児肺炎球菌 生後２カ月～５歳未満

Ｂ型肝炎ワクチン 生後２カ月～１歳未満（平
成 28年４月以降の生まれ）

４種混合
（百日咳 ･ジフテリア ･
破傷風・ポリオ）

生後３カ月～
７歳６カ月未満

ＭＲ（麻しん ･風しん）１期 満１歳～２歳未満

水痘（水ぼうそう） 満１歳～３歳未満

日本脳炎		１期 満３歳～７歳６カ月未満

日本脳炎		２期 満９歳～ 13歳未満

２種混合
（ジフテリア・破傷風）	

小学６年生

成人用肺炎球菌

今年度（平成 29年３月 31
日までに）、65歳・70歳・
75歳・80歳・85歳・90歳・
95 歳・100 歳で過去に
接種したことがない方

※指定医療機関は健康カレンダーを参照してください。
　また、予約の際に接種日 ･時間をお確かめください。

相談
▼行事名 ▼日（曜） ▼実施時間 ▼場所など

行政書士無料相談会 15（水） 10時～ 12時
東出張所
相談内容：相続、遺言のみ

こころとからだの相談日 月～金
８時 30分～

17時 15分
福祉保健センター

消費生活相談 火・木　　			９時～ 16時 30分　　東出張所（☎ 43-2105）

年金相談
（要予約）

８（水） 10時～ 15時 東出張所

　　　　　	予約は住民環境課へ（☎ 46-2114）

障害者相談 月～金
８時 30分～

17時 15分
障害者生活支援センター

（☎ 23-3512）

発達障害児（者）相談
（要予約）

９（木）・
23（木）

10時～ 17時 障害者生活支援センター

予約はNPO法人「それいゆ」へ（☎090-6296-7550）

視覚障害児（者）相談 月～金
８時 30分～

17時 15分
佐賀県立盲学校

（☎ 0952-23-4672）

こころの相談会
（要予約）

28（火）
９時～ 16時　　　福祉保健センター
※ 12時～ 13時は除きます

予約は健康福祉課へ（☎ 43-2237）

人権・行政相談 15（水） ９時～ 12時
西公民館	小会議室

生涯学習センター	青少年相談室

心配ごと相談 21（火） 10時～ 12時 有田町社協会館

法律相談
（要予約）

21（火）
13時～ 16時 有田町社協会館

予約は社会福祉協議会へ（☎ 41-1315）
労働相談 10（金） 17時～ 19時 有田地区労働会館（☎ 42-2448）

オストメイト相談会
＆情報交換会

23（木）
９時 30分～ 12時　　　伊万里市民交流プラザ

日本オストミー協会　古賀（☎ 090-4510-7503）

休日医
伊万里休日急患医療センター　　　　		☎ 23-9910

休日歯科医
▼日（曜） ▼休日歯科医 ▼電話番号

５（日） 上田歯科医院
（伊万里市大坪町）

☎ 23-8185

11（土・祝）坪井歯科医院（稗古場） ☎ 42-3540

12（日） 家永歯科医院（南原） ☎ 42-2074

19（日） 堀江歯科診療所
（伊万里市脇田町）

☎ 23-1188

26（日） 田中歯科医院（立部） ☎ 46-4828

保健事業　　　　　　　　　　※場所は福祉保健センターです。　　　 詳しくは

▲

健康福祉課　☎ 43-5065
▼行事名 ▼対象者・備考 ▼日（曜） ▼受付（実施）時間

母子手帳交付と母親学級 妊婦 ６（月）・13（月）・20（月）・27（月）
16時～ 16時 15分
（17時まで）

母と子の広場 乳幼児と保護者 13（月）・20（月）・27（月） （10時～ 12時）
れんげのつどい（節分） 乳幼児と保護者 ６（月） （10時～ 12時）
４ヶ月健診 平成 28年 10月生まれ 28（火） 13時～ 13時 30分
７ヶ月健診・ＢＣＧ接種 平成 28年７月生まれ 21（火） 13時～ 13時 30分
12ヶ月相談 平成 28年２月生まれ 28（火） ９時～ 11時
１歳半健診・フッ素塗布 平成 27年６月～７月生まれ ７（火） 12時 45分～ 13時 15分
２歳児相談 平成 27年１月生まれ ２（木） ９時～ 11時
健康トレーニング体験教室 町内在住の方 １（水）・２（木） 事前に予約が必要です

暮らしのカレンダー

2017 年２月
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まちの話題
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2017 February

幼年消防用鼓笛隊セットが宝くじの助成金によっ
て平安こども園に整備され、同園で交付式が行

われました。これは宝くじの社会貢献広報事業として、
宝くじの受託事業収入を財源として実施しているコミ
ュニティ助成事
業であり、将来
の地域防災を担
う人材育成およ
び幼年における
防火思想の普及
啓発に役立てら
れます。

12
20

幼年消防クラブ育成助成事業物品交付式

消防用鼓笛隊セットを整備

▲マーチングキーボードやマーチングス
ネアドラムなどが整備されました。

町内外の異文化交流を目的として、「World 忘年会」
が役場 町民ロビーで開催されました。イベント

には、町内企業などに勤めるインドネシアや中国、ミ
ャンマーなどの出身者、町内の方など 79 人が参加。
参加者は女性ボ
ランティアの皆
さんが手作りさ
れた料理を楽し
みながら、各国
の国歌を歌うな
どして交流を深
めました。

12
18

陶都有田国際交流協会事業

食事をしながら楽しく交流

▲外国人同士や町民と外国人が交流を深
めるよい機会となりました。

新年から楽しく健康づくりをすることを目的とし
て、新春歩く会が開催されました。これは町教

育委員会と町スポーツ推進委員会が主催したもので、
今年は昨年の約２倍の 144 人が参加。参加者は焱の博
記念堂をスター
ト し、 ５km と
10km の コ ー ス
に分かれて汗を
流しました。完
歩後はぜんざい
で疲れた体を癒
やしました。

４
新春歩く会

新年から楽しく健康づくり

▲子どもから大人まで、交流しながら楽
しく元気に歩きました。

１

消防団員の士気の高揚と町民の防火思想の普及を
目的として、有田町消防出初式が焱の博記念堂

で執り行われ、団員 413 人が参加しました。当日は
天候不順のため、観閲式などは中止となりました。式

典では、永年勤
続者や優良機械
班を表彰。山口
修団長が地域に
密着した消防活
動を行い、安心
安全を守ること
を誓いました。

１
８

平成 29 年 有田町消防出初式

防火・防災への決意新たに

▲永年勤続表彰（25 年）を代表で授与さ
れた第４分団 副分団長の堀 秀紀さん

子どもや若者を育成支援する活動に取り組み、顕
著な功績があったとして、ＳＡＰジュニア隊が

内閣府特命担当大臣より表彰され、山口隆敏町長を
表敬訪問しました。同隊には小学生を中心に 25 人が
所属。子どもた
ちが防犯パトロ
ールなどを通し
て、自ら安心安
全なまちづくり
を考え行動して
いることが評価
されました。

１
11

平成 28 年度子供と家族・若者応援団表彰

ＳＡＰジュニア隊が受賞

▲同隊の（左から２番目より）代表 葊尾千
恵子さん、森美雪さん、吉島雅子さん

アカガエルの卵観察会が戸杓公民館で開催され、
戸杓地区の小学生３人が参加しました。これは

戸杓の自然を守る会が、戸杓の自然を守り、次の世代
に伝えていく目的で開催したもの。子どもたちはカエ
ルに驚きながら
も、真剣なまな
ざしで卵を観察
したり、産卵の
様子を動画で見
て、アカガエル
の生態について
学びました。

１
８

アカガエルの卵観察会

戸杓の自然を次の世代へ

▲卵からおたまじゃくしになるまでの過
程を顕微鏡を使って観察しました。
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情報ステーション情報ステーション InformationInformation

ラ
ジ
オ
「
民
謡
を
た
ず
ね
て
」

公
開
収
録
の
観
覧
募
集

生
涯
学
習
課
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
佐
賀
放
送
局

　

ラ
ジ
オ
番
組「
民
謡
を
た
ず
ね
て
」

の
公
開
収
録
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の

番
組
で
は
、
日
本
を
代
表
す
る
民
謡

歌
手
が
、
地
元
を
は
じ
め
全
国
各
地

の
民
謡
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
と
ご
紹

介
し
ま
す
。
観
覧
ご
希
望
の
方
は
次

の
要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
３
月
11
日
（
土
）

開
場
：
13
時　

開
演
：
13
時
30
分

場
所
▼
焱
の
博
記
念
堂

出
演
▼
鈴
木
正
夫
、
田
中
祥
子
、
江

島
ち
あ
き
、
橋
本
大
輝
、
力
武
杏
奈
、

有
田
い
ま
里　

ほ
か

観
覧
申
込
▼
入
場
は
無
料
で
す
が
、

入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。
郵
便
往

復
は
が
き
（
私
製
を
除
く
）
の
「
往

信
用
裏
面
」
に
、
郵
便
番
号
・
住
所
・

名
前
・
電
話
番
号
を
、「
返
信
用
表
面
」

に
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
名
前
を
明

記
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の

上
、
当
選
の
方
に
は
入
場
整
理
券

（
１
枚
で
２
人
入
場
可
）
を
、
落
選

の
方
に
は
落
選
通
知
を
３
月
１
日

（
水
）
ご
ろ
発
送
し
ま
す
。

※
「
返
信
用
裏
面
」
に
は
抽
選
結
果

を
印
刷
し
ま
す
の
で
、
白
紙
の

ま
ま
お
送
り
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
▼
２
月
21
日
（
火
）
必
着

宛
先
▼
〒
８
４
４
・
０
０
１
８

有
田
町
本
町
丙
１
０
０
２ 

│ 

２

生
涯
学
習
課
「
民
謡
を
た
ず
ね
て
」
係

放
送
予
定
日
▼
４
月
29
日（
土
・
祝
）、

５
月
６
日
（
土
）、
13
日
（
土
）

い
ず
れ
も
12
時
30
分
～
12
時
55
分

（
ラ
ジ
オ
第
１
・
Ｆ
Ｍ
・
国
際
放
送
）

※
詳
細
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
佐
賀
放
送
局
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼

・ 

生
涯
学
習
課　

☎ 

43
・
２
３
１
４

・ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
佐
賀
放
送
局 

企
画
編
成
部

☎ 

０
９
５
２
・
28
・
５
０
０
９

市
町
交
通
災
害
共
済住

民
環
境
課

　

交
通
災
害
共
済
は
、
万
が
一
自
動

車
事
故
な
ど
の
交
通
災
害
に
あ
っ
た

と
き
に
、
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
る
制

度
で
す
。
共
済
期
間
中
に
ほ
か
の
町

へ
転
出
さ
れ
て
も
、
期
間
満
了
ま
で

は
効
力
が
あ
り
ま
す
。

加
入
資
格
▼
有
田
町
に
住
民
登
録
を

し
て
い
る
方
で
す
。
就
学
の
た
め
に

町
外
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
も

加
入
で
き
ま
す
。

掛
金
▼
１
人
に
つ
き
５
０
０
円

※
途
中
か
ら
加
入
す
る
と
き
も
同
額
。

共
済
期
間
▼
平
成
29
年
４
月
１
日
～

平
成
30
年
３
月
31
日

※
途
中
加
入
者
は
申
込
日
の
翌
日
か

ら
で
す
。

見
舞
金
▼
最
高
１
０
０
万
円
で
、
ほ

か
の
保
険
や
賠
償
、
自
損
に
関
係
な

く
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
加
入
者
が
、
共
済
期
間
中
に
交
通

事
故
な
ど
で
医
師
の
治
療
を
10
日

以
上
受
け
た
場
合
に
は
、
事
故
の

日
か
ら
２
年
以
内
に
住
民
環
境
課

ま
た
は
東
出
張
所
ま
で
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

※
平
成
28
年
度
よ
り
見
舞
金
額
が
変

更
に
な
り
ま
し
た
。

交
通
遺
児
援
助
一
時
金
▼

こ
の
共
済
に
加
入
し
て
い
る
父
ま
た

は
母
が
交
通
事
故
に
よ
り
死
亡
し
た

場
合
、
義
務
教
育
終
了
前
の
子
ど
も

に
一
時
金
（
１
人
に
つ
き
10
万
円
）

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
込
方
法
▼

各
世
帯
へ
配
布
す
る
加
入
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
掛
金
を
添
え

て
、
住
民
環
境
課
、
東
出
張
所
ま
た

は
沖
縄
県
を
除
く
九
州
内
の
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
、
郵
便
局
の
窓
口
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
住
民
環
境
課

☎ 

46
・
２
１
１
４

0955 - 43 - 2500
お問い合わせ連絡先

有田ケーブル・ネットワーク ( 株 )

町との連携で暮らしに役立つ情報を提供します。
（町からのお知らせや学校行事・催事情報 etc）

操作は簡単、テレビのリモコンで  d  ボタンを押すだけ！光 計画進行中 !
＝ 只今準備中 ＝

皆さまのお宅まで光ファイバーをお
届けします。ケーブルテレビはもち
ろん、インターネットサービスも快
適環境でご利用になれます。

【有料広告】
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不
要
に
な
っ
た
お
雛
さ
ま
や
鯉
の

ぼ
り
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
提
供
い

た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
ご
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
受
け
取
り
に
出
向
き
ま
す
。

持
込
期
限
▼

・ 

お
雛
さ
ま　

２
月
28
日
（
火
）

・ 

鯉
の
ぼ
り　

４
月
30
日
（
日
）

持
込
先
▼
左
記
事
務
所
ま
た
は
売
店

詳
し
く
は
▼
有
田
ポ
ー
セ
リ
ン
パ
ー

ク
（
伊
東
）　　
　

☎
41
・
０
０
３
０

お
雛
さ
ま
と
鯉
の
ぼ
り
を

探
し
て
い
ま
す

有
田
ポ
ー
セ
リ
ン
パ
ー
ク

【有料広告】

　

有
田
で
同
年
代
の
仲
間
と
出
会
い

ま
せ
ん
か
？
美
味
し
い
ス
イ
ー
ツ
や

食
事
を
交
え
て
、
多
く
の
〝
わ
っ
か

も
ん
〟
と
つ
な
が
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
▼
３
月
25
日
（
土
）

　
　
　

13
時
30
分
～
19
時

集
合
場
所
▼
有
田
町
婦
人
の
家

参
加
費
▼
１
人
２
０
０
０
円

対
象
▼
20
歳
～
40
歳

定
員
▼
25
人
（
先
着
順
）

内
容
▼
ス
イ
ー
ツ
作
り
、
史
跡
散
歩

　
　
　

な
ど

申
込
方
法
▼
生
涯
学
習
課
へ
電
話
申

し
込
み
、
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の

上
、
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
生
涯
学
習
課

☎ 

43
・
２
３
１
４

FAX 

42
・
６
３
０
９

add syogai@
tow

n.arita.lg.jp

あ
り
た
で
結
ぼ
う
わ
っ
か
も
ん
の
わ

「
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ 

in 

有
田
」

参
加
者
募
集

生
涯
学
習
課
　

日
時
▼
２
月
12
日
（
日
）

開
場
：
13
時　

開
演
：
13
時
30
分

場
所
▼
伊
万
里
市
民
セ
ン
タ
ー

講
師
▼
赤
峰
勝
人
氏

演
題
▼
「
ア
ト
ピ
ー
や
健
康
の
た
め

に
無
農
薬
野
菜
を
食
べ
よ
う
」

入
場
料
▼

１
０
０
０
円
（
当
日　

１
５
０
０
円
）

※
高
校
生
以
下
無
料
。

申
込
方
法
▼
払
込
用
紙
を
ご
利
用
の

上
、
ご
送
金
く
だ
さ
い
。
払
込
用
紙

が
必
要
な
方
は
「
ひ
と
×
し
ぜ
ん
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
ひ
と
×
し
ぜ
ん
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
（
中
島
）

☎ 

０
９
０
・
５
７
３
３
・
５
５
４
７

「
赤
峰
勝
人
の
講
演
会
」
を

開
催
し
ま
す

ひ
と
×
し
ぜ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　

　

新
た
に
青
色
申
告
を
始
め
る
た
め

に
は
、
個
人
の
場
合
、
３
月
15
日
ま

で
に
最
寄
り
の
税
務
署
に
「
青
色
申

告
承
認
申
請
書
」
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
政
府
の
農
林

水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
本
部
に

お
い
て
、
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る

農
業
者
を
対
象
と
し
た
収
入
保
険
制

度
の
導
入
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
者
の
皆
さ
ま
へ

青
色
申
告
を
始
め
ま
し
ょ
う

九
州
農
政
局 

佐
賀
支
局
　

　

収
入
保
険
制
度
は
、
品
目
の
枠
に

と
ら
わ
れ
ず
、
自
然
災
害
に
よ
る
収

量
減
少
や
価
格
低
下
な
ど
も
含
め
た

収
入
減
少
を
補
て
ん
す
る
仕
組
み
で

す
。
詳
細
は
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
ま
た
は
九
州
農
政
局 

佐
賀

支
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
九
州
農
政
局 

佐
賀
支

局 

地
方
参
事
官
室

☎ 

０
９
５
２
・
23
・
３
１
３
１

大
火
災
か
ら
の
教
訓

火
災
予
防
の
徹
底
を
！

有
田
消
防
署
　

　

年
の
瀬
の
12
月
22
日
、
新
潟
県
糸

様々な場面で障がい者と健常者はともに暮らしていますが、「合理的配慮」がないと、障がい者は自分らしく生活
していくことが困難です。昨年から施行された「障がい者差別解消法」について、専門家や障がい者の方々にディ
スカッションしていただき、私たちみんなが共により良く生活していくための「合理的配慮」について考えます。

法テラス佐賀
佐賀県弁護士会 共催

日 時：平成29年２月16日㈭ 13:30 ～ 16:30
場 所：佐賀市文化会館イベントホール
参 加 費：無料（先着100名様）
申込方法：法テラス佐賀050-3383-5510までお電話ください

障がい者差別解消法ってなあに？ 一緒に考えて
みませんか？

【有料広告】

魚
川
市
で
大
規
模
火
災
が
発
生
し
た

こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

す
。
鍋
の
空
だ
き
が
原
因
で
、
面
積

約
４
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、
１
４
４
棟

が
焼
損
し
ま
し
た
。

　

有
田
町
も
糸
魚
川
市
同
様
、
古
い

木
造
家
屋
が
広
範
囲
に
密
集
し
て
い

ま
す
。
一
度
火
災
が
発
生
す
る
と
、

瞬
く
間
に
燃
え
広
が
る
可
能
性
が
あ

り
、
こ
の
火
災
を
教
訓
と
し
て
火
災

予
防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
さ
い
な
こ
と
に
も
注
意
を
払

い
、
あ
な
た
の
大
切
な
命
・
財
産
、

そ
し
て
思
い
出
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
▼

伊
万
里
・
有
田
消
防
本
部

有
田
消
防
署
　   

☎ 

42
・
２
６
７
１

ARITA 2017.229
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平
成
29
年
２
月

県
営
住
宅
入
居
予
備
者
募
集

指
定
管
理
者
　
川
原
建
設
㈱
　

募
集
団
地
▼

有
田
町
・
伊
万
里
市
地
区
（
４
団
地
）

申
込
書
の
配
布
時
期
▼

２
月
１
日
（
水
）
か
ら

受
付
期
間
▼

２
月
４
日
（
土
）
～
10
日
（
金
）

９
時
～
19
時

※
２
月
５
日
（
日
）
は
休
み
。

受
付
場
所
▼

指
定
管
理
者 

川
原
建
設
㈱ 

伊
万

里
管
理
室
（
伊
万
里
市
新
天
町
坂
口

１
２
２
・
４　

伊
万
里
総
合
庁
舎
別
館
）

添
付
書
類
▼

申
請
書
に
、所
得
に
関
す
る
書
類（
入

居
す
る
家
族
全
員
の
平
成
28
年
度
分
の

所
得
証
明
書
お
よ
び
源
泉
徴
収
票
）
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

公
開
抽
選
日
▼
２
月
20
日
（
月
）

詳
し
く
は
▼
指
定
管
理
者　

川
原
建

設
株
式
会
社
伊
万
里
管
理
室　

☎ 

20･

４
５
１
１

　

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
小
林
な
ほ
み
さ

ん
と
ピ
ア
ノ
の
大
津
山
佳
子
さ
ん
を

お
迎
え
し
、
日
本
の
美
し
い
歌
の

数
々
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時
▼
２
月
26
日
（
日
）

開
場
：
13
時
30
分　

開
演
：
14
時

場
所
▼
焱
の
博
記
念
堂
文
化
ホ
ー
ル

入
場
料
▼

・ 

一
般　

２
０
０
０
円

　
（
当
日　

２
５
０
０
円
）

・ 

高
校
生
以
下　

１
０
０
０
円

　
（
当
日　

１
５
０
０
円
）

小
林
な
ほ
み
独
唱
会

春
の
こ
と
ぶ
れ

焱
の
博
記
念
堂
　

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
▼

焱
の
博
記
念
堂
、
有
田
観
光
協
会
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
婦
人
の
家
、

東
図
書
館
、
西
図
書
館

詳
し
く
は
▼
焱
の
博
記
念
堂

☎ 

46
・
５
０
１
０

【有料広告】

弁護士法人みどり法律事務所
弁護士　　鬼  橋  正  敏  （佐賀県弁護士会所属）

事務所　　〒 843 - 0022　佐賀県武雄市武雄町大字武雄字竹下 5663 - 2
　　   TEL ： 0954 - 22 - 6331　　
　　   FAX ： 0954 - 22 - 6332

※ 12 月 16 日から１月 16 日までに掲載の申し出をいただいた方々です。

お誕生おめでとう（敬称略）

氏　名 保護者  地　区 
江口　怜（れい） 裕典・智穂 桑古場

原田　麻野（あさの） 耕輔・慶子 戸　矢

小代　鯉太朗（りたろう）崇了・美佐 黒牟田

山内　結央（ゆいな） 小太郎・美穂 丸　尾

山口　蓮人（れんと） 魁人・香子 南　原

石田　心乃佳（このか）康浩・砂由里 原　明

福田　悠人（ゆうと） 亮太・志保 下　本

岸川　美優（みゆ） 健一・知美 上山谷

おくやみ（敬称略）
氏　名  年　齢           地　区

山代　正勝  ７４           上幸平

多久島　忍  ７８           戸　矢

中山　秀巳  ７５           戸　矢

松村　ツルヨ  ９４           本　町

迎　ト子  ９５           丸　尾

岡　 雄  ８８           南　原

島田　キヌ子  ９８           南　原

大城　隆  ８８           舞　原

平方　速雄  ８０           舞　原

庄山　アキ  ９８           下内野

田代　實  ８４           蔵　宿

立部　數雄  ８４           立　部

前田　昭六  ８５           上山谷

藤　ツギ  ９９           山谷牧

人の動き 　　　　   平成 29 年１月１日現在

（前月比）　

人　口   20,516 人 （－１５人）　

男　性 9,599 人 （－１１人）　

女　性 10,917 人 （－　４人）　

世帯数 7,808 世帯 （＋８世帯）　

古川学習研究会（古川塾）

TEL0955-46-2110
（自宅☎0956-30-8029）

有田町立部乙2177
MR西有田駅そば

小学生
中学生

高校生

国語・算数・中学英語準備
英語・数学・理科・内申点対策
公立高・高専受験対策
数学（学校の課題指導 他）
大学、専門学校受験対策

日本数学検定実施認定校

【有料広告】
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平成 28年２月 27日	生まれ

山
やま

本
もと

	怜
れ

央
お

	くん

（ 泉山 ）

１歳

レオ君♡１歳のお誕生日

おめでとう！これからも

元気にすくす

く大きくなっ

てね♪

お誕生日おめでとう☆３月生まれ出演者大募集 !
対 象 者 …３月にお誕生日を迎える町内在住の３歳以下のお子さん
申込方法  …メールまたは郵送でお子さんの氏名（ふりがな）・生年月日・

性別・地区名・保護者の氏名・電話番号・ 写真にお誕生日
おめでとうメッセージ（40 字以内）を添えて下記係まで。

申込締切日  … ２月 10 日（ 金 ）
あ て 先 … 〒 849 - 4192　有田町立部乙 2202　有田町役場　 
　　　　　　総務課　「 お誕生日おめでとう 」係
　　　　　    Ｅメール　soumu@town.arita.lg.jp
※ 応募多数の場合は抽選となります。写真は返却できません。

１歳

平成 27年２月 24日	生まれ

平
ひら

川
かわ

	勢
せい

一
いち

朗
ろう

	くん

（ 大木宿 ）

２月生まれお誕生日おめでとう

２歳

お誕生日おめでとう !!

いっぱい遊んでいっぱい

平成 28年２月 16日	生まれ

古
ふる

川
かわ

	凛
り

乃
の

	ちゃん

（ 戸杓 ）

１歳

田
た

中
なか

	咲
さ

妃
き

　ちゃん

平成 28年２月１日	生まれ
（ 南原 ）

笑顔が可愛い咲妃ﾁｬﾝ！

みんな咲妃ﾁｬﾝが大好き

だよ♥

平成 27年２月 12日	生まれ

小暖ちゃん２歳のお誕生

日おめでとう！毎日沢山

笠
かさ

原
はら

	小
こ

暖
はる

　ちゃん

（ 戸杓 ）

２歳

の笑顔と幸せを

あ り が と う ♥

大好きだよ♥

りのちゃんが産まれてお

兄ちゃんも大喜びだよ！

これからも仲

良くすくすく

育ってね☆

食べて、大き

くなってね☆

有田町仏ノ原丙 2697-1（蔵宿駅近く）

　　　090-7162-7577
　　　	指導者　林　企予子

公
く も ん し き

文式  曲
ま が り

川
か わ

教
き ょ う

室
し つ

♪ ２月無料体験学習♪
　　　 教　科：算数数学・英語・国語・日本語
　　　 期　間：2 月 15 日（水）～ 28 日（火）
　　　　    教室日：火・金　 14 時～ 21 時

０・１・２歳の親子のためのＫＵＭＯＮ

★ 教室の詳しい情報がご覧いただけます ⇒
【有料広告】

■  町交際費 12 月   ■
項　目 金　額 備　考

会　費 9,000 円　 佐賀県陶芸協会年末親睦総会会費
ほか 1 件

雑　費 3,393 円　 有田陶芸協会雑しょう
合　計 12,393 円　

※雑費には、各種組織等の総会などに支出する雑しょうなど
が含まれます。

詳しくは ▼  総務課　☎ 46・2111

防災行政無線の
メール登録をお願いします

防災行政無線を聞き逃した場合でも、携帯
電話に届くメールで内容を確認することが
できます。
右の QR コードを読み取るか、アドレス

（携帯電話用）「http://www2.town.arita.saga.jp/apmmail/mob/」
から登録をお願いします。
※電話で放送内容を確認するときは☎ 46･2961 まで。
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世
界
最
大
の
磁
器
製
座
り
び
な
七
段
飾
り 

﹇
高
さ:

２
m
70
cm
﹈

お
雛
様 

﹇
高
さ: 

４3
cm
﹈

 

【
し
ん
窯
作
】　

伝
え
た
い
想
い
、

　
　つ
な
げ
た
い
カ
タ
チ
。

お問合せ：有田観光協会 佐賀県西松浦郡有田町岩谷川内2-8-1 TEL0955-43-2121

平
成
29
年
２
月
４
日（
土
）〜
３
月
20
日（
月
・
祝
）

　
　
　
　
　

 

会
場
／
有
田
町
内
各
所
・
有
田
館

◎
【

】
有
田
ひ
な
巡
り
バ
ス
運
行
決
定
！
（
土
・
日
・
祝
の
み
）

◎
【

】
究
極
の
器
で
い
た
だ
く
フ
レ
ン
チ

◎
【

】
有
田
ひ
い
な
の
お
へ
や
期
間
限
定
オ
ー
プ
ン

◎  

多
彩
な
ま
ち
あ
る
き
メ
ニ
ュ
ー

● 

き
も
の
で
あ
り
た
さ
ん
ぽ
　
● 

き
も
の
で
女
子
旅
♡
〜
春
の
有
田
で
女
子
力
ア
ッ
プ
！
〜

 

● 

き
も
の
で
歩
こ
う
♪
有
田
の
ひ
な
ま
つ
り
　
● 

う
つ
わ
男
子
が
ご
案
内
！
あ
な
た
だ
け
の
有
田
探
訪
ツ
ア
ー

 

● 

ガ
イ
ド
が
ご
案
内
！
有
田
の
町
屋
と
ひ
な
巡
り
　
● 

有
田
散
策
Q
U
I
Z
（
さ
ん
さ
ク
イ
ズ
）

◎  

商
店
会
の
催
し
・
お
も
て
な
し
　
◎ 

第
６
回 

陶
ひ
な
コ
ン
テ
ス
ト
in
有
田

◎ 

世
界
最
大
の
磁
器
製
座
り
び
な
七
段
飾
り
（
１
月
28
日
（土）
〜
先
行
展
示
）

◎ 

ひ
な
ま
つ
り
を
感
じ
る
期
間
限
定
メ
ニ
ュ
ー
　
◎ 

お
ひ
な
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

有田碗灯　優しい灯でお出迎え


